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１．南大東村まち・ひと・しごと創生本部
（１）設置要綱
南大東村まち・ひと・しごと創生本部設置要綱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２７年３月３０日告示第７号

  （設置）

第１条　少子高齢化の進展に的確に対応し、人口減少の克服、安定した雇用及び産業の振興等、定住条件を確保して、将来にわたって活力ある南大東村を維持していくために、南大東村まち・ひと・しごと創生本部（以下「本部」という。）を設置する。

　（所掌事項）

第２条　本部は、まち・ひと・しごと創生に関する次の事項について検討する。

（１）国等の地方創生に関する情報の収集及び共有に関すること。

（２）「地方人口ビジョン」及び「地方版総合戦略」の策定に関すること。

（３）各施策の推進・検証に関すること。

（４）その他地方創生に関すること。

　（組織）

第３条　本部は、本部長、副本部長及び本部員をもって組織する。

２　本部長は村長をもって充て、副本部長は副村長をもって充てる。

３　本部員は、別表１に掲げる職にある者をもって充てる。

４　本部長は、必要があると認めるときは、前項に掲げる者のほか、村の有識者から本部員を指名することができる。

  （職務）

第４条　本部長は、本部を総括する。

２　副本部長は、本部長を補佐し本部長に事故があるときは、又は本部長が不在のときはその職務を代理する。

３　本部員は「地方人口ビジョン」及び「地方版総合戦略」の策定と実行に向けて、調整及び連携を行なう。

　（本部会議）

第５条　本部会議は、本部長が必要に応じ招集する。

２　本部長は必要に応じて、本部会議に本部員以外の者の出席を求め、意見を聴取することができる。

　（部会等）

第６条　本部長は、必要に応じて部会、ワーキンググループ等を設置することができる。（庶務）

第７条　本部の庶務は、総務課において処理する。　

　（その他）

第８条　この告示に定めるもののほか、本部の運営に関し必要な事項は、本部長が本部員に諮って定める。

   　附　則

 この告示は、平成２７年４月１日から施行する。

  別表１（第３条関係）

  村議会議長、村議会副議長、村議会運営委員長、商工会会長、区長会会長、婦人会会長、青年連合会会長、農業委員会会長、商工会指導員、教育長、役場各課代表者
（２）委員名簿
	役職名
	機  関  名
	名   前

	本部長
	南大東村役場
	村   長

	副本部長
	〃
	副村長

	部員
	南大東村議会
	議長

	〃
	〃
	副議長

	〃
	〃
	議会運営委員長

	〃
	南大東村商工会
	会　 長

	〃
	〃
	経営指導員

	〃
	南大東村区長会
	会　長

	〃
	南大東村婦人会
	会　長

	〃
	南大東村青年連合会
	会　長

	〃
	南大東村農業委員会
	会　長

	〃
	南大東村教育委員会
	教育長

	〃
	南大東村役場
	総務課長

	〃
	〃
	福祉民生課長

	〃
	〃
	産業課長補佐

	〃
	〃
	土木課長

	〃
	〃
	港湾課長補佐

	〃
	〃
	空港課長補佐


（２）創生本部委員会の開催概要

	会　議
	開催年月
	主な議事内容（案）

	第1回
委員会
	7月8日
	◇委嘱式

	
	
	◇業務概要（調査内容）

	
	
	◇業務工程表

	
	
	◇人口の現状分析（本村の地位の分析）

	
	
	◇人口の将来予測

	
	
	◇アンケート調査（住民、事業所、学生、島外）

	第２回
委員会
	9月24日
	◇アンケート結果（中間報告）

	
	
	◇人口の将来予測

	
	
	◇各種計画の概要

	
	
	◇観光ビジョンのヒアリング結果

	
	
	◇重点施策の事業化

	第３回
委員会
	12月16日
	◇アンケート結果

	
	
	◇ＫＰＩの設定

	
	
	◇重点施策の具体化

	第４回
委員会
	2月29日
	◇南大東村人口ビジョン・総合戦略（素案）
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２．人口分析・将来予測の手法
（１）人口の分析手法

人口ビジョンの策定にあたっては、次のフローに従って行います。
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資料:「地方人口ビジョンの策定のための手引き」より

①　まず、人口の現状分析を行い、南大東村において年齢階級別人口や男女比が推移してきた経緯を把握し、その要因を分析します。

このとき、総合戦略を検討するうえで、他地域との比較分析を行っておくことが重要です。この分析は人口に限らず、従業者数や産業構造、所得など多岐にわたって行い、南大東村の地位を把握することにより、人口変化や具体的施策を考察する際の参考とします。

②　次に、現状のまま推移していった場合の予測（以降、現状推移という。）を、国の係数（生存率、純移動率等）や南大東村の過去の実績値を用いて数パターンのケーススタディを行い、その結果を踏まえて、人口の変化が地域の将来に与える影響について分析・考察を行います。

③　この現状推移予測に対して、目指すべき将来の方向性等をもとに、出生率の増加や死亡率の低下、移動数の増加などの条件を仮定して、人口の将来展望を行います。

（２）現状推移の人口予測手法
パターン１から３の推計を行いました。予測条件の概要は以下のとおりです。

	パターン
	特徴
	生残率
	移動率
	出生率
	子ども女性比

	パタ－ン１
	社人研推計
	社人研の2015年から2040年の予測を用い、2045年以降は、2040年で推移するとした。
	社人研の2015年から2040年の予測を用い、2045年以降は、2040年で推移するとした。
	現状から少しずつ減少するとした
	社人研の2015年から2040年の予測を用い、2045年以降は、やや減少するとした。

	パタ－ン２
	パターン１＋国の子ども女性比を村の出生率［上昇］で補正
	
	
	2030年から若干上昇するとした。
	全国平均の予測値を用いた。

	パタ－ン３
	パターン２＋移動率ゼロ
	
	ゼロとした。
	
	


注）社人研は、国立社会保障・人口問題研究所の略称。
また、推計結果（総人口）は下図のとおりです。パターン２が最も大きく減少し、パターン３が最も減少しないという結果になりました。
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■15歳未満
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■15歳～64歳
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■65歳以上
■パターン１（社人研推計）の推計手法

2010年までの実績をもとに、まず人口動態保健所・市町村別統計の平成20～24年の合計特殊出生率と子ども女性比を用いて、性別出生人口（男女別0歳人口）を推計します。

次に、生残率を用いて5歳ずつ年齢を重ねた人口を求め、この人口に純移動率を乗じて転出・転入人口を計算し、それを差し引くことで地域内に留まる人口を算出します。
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■合計特殊出生率、子ども女性比
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■生残率
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→　パターン１（社人研推計）の推計手法　　続き
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■純移動率

（３）対策後の人口予測手法
対策後の将来推計については、現状推移予測人口に総合戦略の主要施策による2020(平成32)年までの移住者を加え、その人口に対して、総合戦略の施策による2060(平成72)年までの転出率の縮減と転入率の増加を設定し、コーホート法により推計しました。
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［移住者の設定］
	年齢階級
	移住者

	
	男（人）
	女（人）
	根　　拠

	0～4歳→5～9歳
	
	
	

	5～9歳→10～14歳
	
	
	

	10～14歳→15～19歳
	
	
	

	15～19歳→20～24歳
	
	
	

	20～24歳→25～29歳
	
	4
	地産地消（野菜生産）の推進（女4人）

	25～29歳→30～34歳
	1
	1
	学習支援センター（男女1人ずつ）

	30～34歳→35～39歳
	3
	3
	新たに開発する特産品（男女3人ずつ）

	35～39歳→40～44歳
	1
	1
	観光ガイド（男女1人ずつ）

	40～44歳→45～49歳
	2
	
	運転手（男2人）

	45～49歳→50～54歳
	1+2
	
	鉄道記念館（1人）、観光ガイド（男2人）

	50～54歳→55～59歳
	
	
	

	55～59歳→60～64歳
	
	
	

	60～64歳→65～69歳
	
	
	

	65～69歳→70～74歳
	
	
	

	70～74歳→75～79歳
	
	
	

	75～79歳→80～84歳
	
	
	

	80歳以上→90歳以上
	
	
	


［純移動率の補正］
	
	男（％）
	女（％）
	補正内容

	0～4歳→5～9歳
	15→50
	20→50
	男　2020年：15%→2060年：50%、5%ずつ増加

女　2020年：20%→2060年：50%、5%ずつ増加

	5～9歳→10～14歳
	
	
	

	10～14歳→15～19歳
	5
	5
	一律。高校進学のため、増加は困難

	15～19歳→20～24歳
	15→50
	20→50
	男　2020年：15%→2060年：50%、5%ずつ増加
女の純移動率の「35～39歳→40～44歳」を「30～34歳→35～39歳」と「40～44歳→45～49歳」の平均とした後、

女　2020年：20%→2060年：50%、5%ずつ増加

	20～24歳→25～29歳
	
	
	

	25～29歳→30～34歳
	
	
	

	30～34歳→35～39歳
	
	
	

	35～39歳→40～44歳
	
	
	

	40～44歳→45～49歳
	
	
	

	45～49歳→50～54歳
	
	
	

	50～54歳→55～59歳
	
	
	

	55～59歳→60～64歳
	
	
	

	60～64歳→65～69歳
	10→20
	10→20
	男女とも、2040年までは10%、それ以降は20%

	65～69歳→70～74歳
	
	
	

	70～74歳→75～79歳
	
	
	

	75～79歳→80～84歳
	0
0
	0
0
	本村には高齢者の介護施設が少ないため、補正は困難

	80歳以上→90歳以上
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３．アンケート調査
（１）アンケート調査の方法等
	調査
対象
	抽出

方法
	件数
	発送・回収

方法
	調査項目（概要）

	住民
	区長に依頼
	全世帯

（600件程度）
	区長による配付・回収


	◇回答者属性

◇村への愛着について

◇ふだんの生活について

・島外への移動、買い物の利便性等

◇産業振興について

・農業振興、観光資源等

◇定住意向について

・引っ越しを決意するきっかけ等

◇行政への期待・自分にできること

・人口減少の食い止め策

◇自由意見

	事業所
	商工会

会員名簿
	全事業所

(74件)
	郵送発送

郵送回収


	◇回答者属性

◇村への愛着について

・村で操業している理由等

◇自社の取り組み状況について

・ワーク・ライフ・バランス、子育て支援等

◇産業振興について

・産業振興、観光資源等

◇行政への期待・自分にできること

・人口減少の食い止め策

◇自由意見

	島外


	南大東会会員名簿


	100件

程度
	郵送発送

郵送回収


	◇回答者属性

◇村への愛着について

◇ふだんの生活について

◇産業振興について

・農業振興、観光資源等

◇定住意向について

・改善点、親の介護等

・人口減少の食い止め策

◇自由意見

	児童生徒
	学校単位で依頼
	小学４年生以上

（60人程度）
	持ち込み
	◇回答者属性

◇南大東村の好きなところ

◇ふだんの生活でイヤなことなど

◇定住意向について

◇行政への期待

◇自由意見


（２）回収率
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（３）住民アンケート結果（回収数：169）
［回答者属性］
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合計特殊出生率（ｔｆｒ）

2.70300 2.64552 2.59340 2.59389 2.59868 2.60064 2.60064 2.60064 2.60064 2.60064

子ども女性比率（＝tfr/7）

0.37569 0.35029 0.34868 0.35735 0.36595 0.36741 0.36193 0.35378 0.34725 0.34904

[image: image108.emf]生残率・男

→2015年→2020年→2025年→2030年→2035年→2040年→2045年→2050年→2055年→2060年

0～4歳→5～9歳 0.99911 0.99923 0.99931 0.99938 0.99944 0.99950 0.99950 0.99950 0.99950 0.99950

5～9歳→10～14歳 0.99960 0.99965 0.99968 0.99971 0.99973 0.99975 0.99975 0.99975 0.99975 0.99975

10～4歳→15～19歳 0.99878 0.99890 0.99899 0.99908 0.99916 0.99922 0.99922 0.99922 0.99922 0.99922

15～19歳→20～24歳 0.99754 0.99772 0.99787 0.99799 0.99810 0.99820 0.99820 0.99820 0.99820 0.99820

20～24歳→25～29歳 0.99695 0.99710 0.99722 0.99733 0.99742 0.99751 0.99751 0.99751 0.99751 0.99751

25～29歳→30～34歳 0.99584 0.99607 0.99626 0.99643 0.99660 0.99676 0.99676 0.99676 0.99676 0.99676

30～34歳→35～39歳 0.99408 0.99445 0.99477 0.99508 0.99536 0.99564 0.99564 0.99564 0.99564 0.99564

35～39歳→40～44歳 0.99123 0.99179 0.99230 0.99276 0.99321 0.99362 0.99362 0.99362 0.99362 0.99362

40～44歳→45～49歳 0.98684 0.98770 0.98846 0.98916 0.98982 0.99044 0.99044 0.99044 0.99044 0.99044

45～49歳→50～54歳 0.98036 0.98160 0.98267 0.98366 0.98458 0.98545 0.98545 0.98545 0.98545 0.98545

50～54歳→55～59歳 0.97054 0.97233 0.97386 0.97527 0.97657 0.97779 0.97779 0.97779 0.97779 0.97779

55～59歳→60～64歳 0.95880 0.96110 0.96301 0.96473 0.96630 0.96773 0.96773 0.96773 0.96773 0.96773

60～64歳→65～69歳 0.94358 0.94654 0.94891 0.95101 0.95291 0.95462 0.95462 0.95462 0.95462 0.95462

65～69歳→70～74歳 0.91638 0.92082 0.92426 0.92725 0.92986 0.93217 0.93217 0.93217 0.93217 0.93217

70～74歳→75～79歳 0.87306 0.88051 0.88615 0.89085 0.89478 0.89807 0.89807 0.89807 0.89807 0.89807

75～79歳→80～84歳 0.79270 0.80447 0.81330 0.82073 0.82697 0.83220 0.83220 0.83220 0.83220 0.83220

80～84歳→85～89歳 0.67522 0.69177 0.70390 0.71407 0.72254 0.72957 0.72957 0.72957 0.72957 0.72957

85歳以上→90歳以上 0.42940 0.44384 0.45476 0.46405 0.47188 0.47843 0.47843 0.47843 0.47843 0.47843

生残率・女

→2015年→2020年→2025年→2030年→2035年→2040年→2045年→2050年→2055年→2060年

0～4歳→5～9歳 0.99908 0.99919 0.99927 0.99934 0.99940 0.99946 0.99946 0.99946 0.99946 0.99946

5～9歳→10～14歳 0.99943 0.99948 0.99953 0.99957 0.99962 0.99965 0.99965 0.99965 0.99965 0.99965

10～4歳→15～19歳 0.99959 0.99962 0.99964 0.99965 0.99966 0.99967 0.99967 0.99967 0.99967 0.99967

15～19歳→20～24歳 0.99893 0.99898 0.99903 0.99907 0.99910 0.99913 0.99913 0.99913 0.99913 0.99913

20～24歳→25～29歳 0.99850 0.99857 0.99864 0.99870 0.99875 0.99880 0.99880 0.99880 0.99880 0.99880

25～29歳→30～34歳 0.99814 0.99825 0.99834 0.99842 0.99850 0.99856 0.99856 0.99856 0.99856 0.99856

30～34歳→35～39歳 0.99729 0.99747 0.99761 0.99774 0.99786 0.99797 0.99797 0.99797 0.99797 0.99797

35～39歳→40～44歳 0.99633 0.99655 0.99673 0.99689 0.99703 0.99716 0.99716 0.99716 0.99716 0.99716

40～44歳→45～49歳 0.99368 0.99409 0.99444 0.99476 0.99505 0.99532 0.99532 0.99532 0.99532 0.99532

45～49歳→50～54歳 0.99097 0.99153 0.99200 0.99242 0.99282 0.99318 0.99318 0.99318 0.99318 0.99318

50～54歳→55～59歳 0.98827 0.98893 0.98947 0.98994 0.99036 0.99075 0.99075 0.99075 0.99075 0.99075

55～59歳→60～64歳 0.98269 0.98366 0.98446 0.98518 0.98583 0.98642 0.98642 0.98642 0.98642 0.98642

60～64歳→65～69歳 0.97754 0.97899 0.98016 0.98121 0.98216 0.98303 0.98303 0.98303 0.98303 0.98303

65～69歳→70～74歳 0.96698 0.96908 0.97072 0.97212 0.97334 0.97441 0.97441 0.97441 0.97441 0.97441

70～74歳→75～79歳 0.94628 0.95003 0.95285 0.95518 0.95713 0.95875 0.95875 0.95875 0.95875 0.95875

75～79歳→80～84歳 0.90395 0.91097 0.91607 0.92023 0.92361 0.92637 0.92637 0.92637 0.92637 0.92637

80～84歳→85～89歳 0.82368 0.83646 0.84555 0.85281 0.85854 0.86300 0.86300 0.86300 0.86300 0.86300

85歳以上→90歳以上 0.53574 0.54950 0.55973 0.56823 0.57525 0.58097 0.58097 0.58097 0.58097 0.58097
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[image: image109.emf]→2015年→2020年→2025年→2030年→2035年→2040年→2045年→2050年→2055年→2060年

0～4歳→5～9歳 -0.01960 -0.01628 -0.01567 -0.01559 -0.01559 -0.01563 -0.01563 -0.01563 -0.01563 -0.01563

5～9歳→10～14歳 -0.02278 -0.01805 -0.01730 -0.01715 -0.01714 -0.01718 -0.01718 -0.01718 -0.01718 -0.01718

10～4歳→15～19歳 -0.54658 -0.38846 -0.38853 -0.38880 -0.38883 -0.38896 -0.38896 -0.38896 -0.38896 -0.38896

15～19歳→20～24歳 0.53617 0.33157 0.28680 0.24407 0.23544 0.22952 0.22952 0.22952 0.22952 0.22952

20～24歳→25～29歳 0.22300 0.20976 0.20672 0.18594 0.16544 0.16154 0.16154 0.16154 0.16154 0.16154

25～29歳→30～34歳 0.09707 0.07501 0.09771 0.09647 0.08686 0.07713 0.07713 0.07713 0.07713 0.07713

30～34歳→35～39歳 0.02894 0.01624 0.01808 0.02371 0.02330 0.02058 0.02058 0.02058 0.02058 0.02058

35～39歳→40～44歳 0.12730 0.07876 0.06626 0.06926 0.08871 0.08779 0.08779 0.08779 0.08779 0.08779

40～44歳→45～49歳 0.06645 0.03572 0.03315 0.02774 0.02897 0.03696 0.03696 0.03696 0.03696 0.03696

45～49歳→50～54歳 0.00928 0.01714 0.01299 0.01169 0.00930 0.00986 0.00986 0.00986 0.00986 0.00986

50～54歳→55～59歳 -0.02891 -0.02190 -0.02170 -0.02194 -0.02204 -0.02191 -0.02191 -0.02191 -0.02191 -0.02191

55～59歳→60～64歳 -0.07537 -0.05498 -0.05448 -0.05432 -0.05463 -0.05467 -0.05467 -0.05467 -0.05467 -0.05467

60～64歳→65～69歳 -0.03495 -0.02693 -0.02640 -0.02608 -0.02590 -0.02634 -0.02634 -0.02634 -0.02634 -0.02634

65～69歳→70～74歳 -0.06184 -0.04329 -0.04494 -0.04448 -0.04417 -0.04392 -0.04392 -0.04392 -0.04392 -0.04392

70～74歳→75～79歳 -0.04641 -0.03467 -0.03193 -0.03503 -0.03420 -0.03373 -0.03373 -0.03373 -0.03373 -0.03373

75～79歳→80～84歳 -0.11852 -0.08562 -0.08735 -0.08353 -0.08803 -0.08676 -0.08676 -0.08676 -0.08676 -0.08676

80～84歳→85～89歳 -0.08657 -0.06267 -0.06440 -0.06658 -0.06113 -0.06744 -0.06744 -0.06744 -0.06744 -0.06744

85歳以上→90歳以上 -0.04477 -0.01974 -0.02668 -0.03454 -0.03721 -0.02884 -0.02884 -0.02884 -0.02884 -0.02884

純移動率・女

→2015年→2020年→2025年→2030年→2035年→2040年→2045年→2050年→2055年→2060年

0～4歳→5～9歳 -0.02397 -0.01902 -0.01856 -0.01843 -0.01842 -0.01848 -0.01848 -0.01848 -0.01848 -0.01848

5～9歳→10～14歳 -0.03623 -0.02736 -0.02666 -0.02645 -0.02642 -0.02646 -0.02646 -0.02646 -0.02646 -0.02646

10～4歳→15～19歳 -0.55328 -0.39209 -0.39216 -0.39230 -0.39230 -0.39246 -0.39246 -0.39246 -0.39246 -0.39246

15～19歳→20～24歳 0.31925 0.20763 0.12937 0.11961 0.12477 0.12163 0.12163 0.12163 0.12163 0.12163

20～24歳→25～29歳 0.33582 0.25873 0.24793 0.15950 0.14849 0.15564 0.15564 0.15564 0.15564 0.15564

25～29歳→30～34歳 0.05292 0.04351 0.05089 0.04865 0.03199 0.02948 0.02948 0.02948 0.02948 0.02948

30～34歳→35～39歳 0.02667 0.01385 0.01696 0.01918 0.01820 0.01064 0.01064 0.01064 0.01064 0.01064

35～39歳→40～44歳 -0.04511 -0.03329 -0.03255 -0.03244 -0.03238 -0.03237 -0.03237 -0.03237 -0.03237 -0.03237

40～44歳→45～49歳 0.01775 0.01052 0.01480 0.01179 0.01321 0.01502 0.01502 0.01502 0.01502 0.01502

45～49歳→50～54歳 -0.05528 -0.04026 -0.04029 -0.04029 -0.04028 -0.04030 -0.04030 -0.04030 -0.04030 -0.04030

50～54歳→55～59歳 -0.00497 -0.00452 -0.00438 -0.00446 -0.00447 -0.00447 -0.00447 -0.00447 -0.00447 -0.00447

55～59歳→60～64歳 -0.04712 -0.03428 -0.03385 -0.03373 -0.03380 -0.03381 -0.03381 -0.03381 -0.03381 -0.03381

60～64歳→65～69歳 -0.04858 -0.03538 -0.03520 -0.03507 -0.03499 -0.03517 -0.03517 -0.03517 -0.03517 -0.03517

65～69歳→70～74歳 -0.07164 -0.05051 -0.05141 -0.05118 -0.05102 -0.05092 -0.05092 -0.05092 -0.05092 -0.05092

70～74歳→75～79歳 -0.10326 -0.07391 -0.07258 -0.07430 -0.07387 -0.07357 -0.07357 -0.07357 -0.07357 -0.07357

75～79歳→80～84歳 -0.10773 -0.07712 -0.07756 -0.07544 -0.07843 -0.07763 -0.07763 -0.07763 -0.07763 -0.07763

80～84歳→85～89歳 -0.08386 -0.06072 -0.06123 -0.06246 -0.05835 -0.06361 -0.06361 -0.06361 -0.06361 -0.06361

85歳以上→90歳以上 -0.10182 -0.06329 -0.06868 -0.07722 -0.07940 -0.07168 -0.07168 -0.07168 -0.07168 -0.07168

　島への愛着度は「どちらかといえば感じている」47％、「強く感じている」41％と、愛着を感じられている方がほぼ9割を占めています。


[image: image2]
　南大東村の良さとして挙げられているものは、「身近な海や自然」65％と最も多く、次いで「静かな環境」59％、「犯罪の少なさ」46％となっています。
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　住む理由については「住み慣れた土地だから」が63％と最も多く、その次は「島の海や自然が好きだから」が30％、「島の生活スタイルが合っているから」25％と続きます。

[image: image111.emf]純移動率・男

→2020年→2025年→2030年→2035年→2040年→2045年→2050年→2055年→2060年

0～4歳→5～9歳 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0 50.0

5～9歳→10～14歳 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0 50.0

10～14歳→15～19歳 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0

15～19歳→20～24歳 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0 50.0

20～24歳→25～29歳 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0 50.0

25～29歳→30～34歳 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0 50.0

30～34歳→35～39歳 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0 50.0

35～39歳→40～44歳 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0 50.0

40～44歳→45～49歳 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0 50.0

45～49歳→50～54歳 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0 50.0

50～54歳→55～59歳 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0 50.0

55～59歳→60～64歳 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0 50.0

60～64歳→65～69歳 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 20.0 20.0 20.0 20.0

65～69歳→70～74歳 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 20.0 20.0 20.0 20.0

70～74歳→75～79歳 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 20.0 20.0 20.0 20.0

75～79歳→80～84歳 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

80～84歳→85～89歳 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

85歳以上→90歳以上 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

純移動率・女

→2020年→2025年→2030年→2035年→2040年→2045年→2050年→2055年→2060年

0～4歳→5～9歳 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0 50.0 50.0

5～9歳→10～14歳 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0 50.0 50.0

10～14歳→15～19歳 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0 5.0

15～19歳→20～24歳 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0 50.0 50.0

20～24歳→25～29歳 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0 50.0 50.0

25～29歳→30～34歳 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0 50.0 50.0

30～34歳→35～39歳 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0 50.0 50.0

35～39歳→40～44歳 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0 50.0 50.0

40～44歳→45～49歳 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0 50.0 50.0

45～49歳→50～54歳 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0 50.0 50.0

50～54歳→55～59歳 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0 50.0 50.0

55～59歳→60～64歳 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0 50.0 50.0

60～64歳→65～69歳 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 20.0 20.0 20.0 20.0

65～69歳→70～74歳 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 20.0 20.0 20.0 20.0

70～74歳→75～79歳 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 20.0 20.0 20.0 20.0

75～79歳→80～84歳 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

80～84歳→85～89歳 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

85歳以上→90歳以上 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0



[image: image4]
　不便・不満については「医療や介護」が57％と最も多く、次いで「島外への移動」が54％、「台風などの災害」46％となりました。

[image: image112.emf]純移動率・男

→2020年→2025年→2030年→2035年→2040年→2045年→2050年→2055年→2060年

0～4歳→5～9歳 -0.01628 -0.01567 -0.01559 -0.01559 -0.01563 -0.01563 -0.01563 -0.01563 -0.01563

5～9歳→10～14歳 -0.01805 -0.01730 -0.01715 -0.01714 -0.01718 -0.01718 -0.01718 -0.01718 -0.01718

10～4歳→15～19歳 -0.38846 -0.38853 -0.38880 -0.38883 -0.38896 -0.38896 -0.38896 -0.38896 -0.38896

15～19歳→20～24歳 0.33157 0.28680 0.24407 0.23544 0.22952 0.22952 0.22952 0.22952 0.22952

20～24歳→25～29歳 0.20976 0.20672 0.18594 0.16544 0.16154 0.16154 0.16154 0.16154 0.16154

25～29歳→30～34歳 0.07501 0.09771 0.09647 0.08686 0.07713 0.07713 0.07713 0.07713 0.07713

30～34歳→35～39歳 0.01624 0.01808 0.02371 0.02330 0.02058 0.02058 0.02058 0.02058 0.02058

35～39歳→40～44歳 0.07876 0.06626 0.06926 0.08871 0.08779 0.08779 0.08779 0.08779 0.08779

40～44歳→45～49歳 0.03572 0.03315 0.02774 0.02897 0.03696 0.03696 0.03696 0.03696 0.03696

45～49歳→50～54歳 0.01714 0.01299 0.01169 0.00930 0.00986 0.00986 0.00986 0.00986 0.00986

50～54歳→55～59歳 -0.02190 -0.02170 -0.02194 -0.02204 -0.02191 -0.02191 -0.02191 -0.02191 -0.02191

55～59歳→60～64歳 -0.05498 -0.05448 -0.05432 -0.05463 -0.05467 -0.05467 -0.05467 -0.05467 -0.05467

60～64歳→65～69歳 -0.02693 -0.02640 -0.02608 -0.02590 -0.02634 -0.02634 -0.02634 -0.02634 -0.02634

65～69歳→70～74歳 -0.04329 -0.04494 -0.04448 -0.04417 -0.04392 -0.04392 -0.04392 -0.04392 -0.04392

70～74歳→75～79歳 -0.03467 -0.03193 -0.03503 -0.03420 -0.03373 -0.03373 -0.03373 -0.03373 -0.03373

75～79歳→80～84歳 -0.08562 -0.08735 -0.08353 -0.08803 -0.08676 -0.08676 -0.08676 -0.08676 -0.08676

80～84歳→85～89歳 -0.06267 -0.06440 -0.06658 -0.06113 -0.06744 -0.06744 -0.06744 -0.06744 -0.06744

85歳以上→90歳以上 -0.01974 -0.02668 -0.03454 -0.03721 -0.02884 -0.02884 -0.02884 -0.02884 -0.02884

純移動率・女

→2020年→2025年→2030年→2035年→2040年→2045年→2050年→2055年→2060年

0～4歳→5～9歳 -0.01902 -0.01856 -0.01843 -0.01842 -0.01848 -0.01848 -0.01848 -0.01848 -0.01848

5～9歳→10～14歳 -0.02736 -0.02666 -0.02645 -0.02642 -0.02646 -0.02646 -0.02646 -0.02646 -0.02646

10～4歳→15～19歳 -0.39209 -0.39216 -0.39230 -0.39230 -0.39246 -0.39246 -0.39246 -0.39246 -0.39246

15～19歳→20～24歳 0.20763 0.12937 0.11961 0.12477 0.12163 0.12163 0.12163 0.12163 0.12163

20～24歳→25～29歳 0.25873 0.24793 0.15950 0.14849 0.15564 0.15564 0.15564 0.15564 0.15564

25～29歳→30～34歳 0.04351 0.05089 0.04865 0.03199 0.02948 0.02948 0.02948 0.02948 0.02948

30～34歳→35～39歳 0.01385 0.01696 0.01918 0.01820 0.01064 0.01064 0.01064 0.01064 0.01064

35～39歳→40～44歳 -0.03329 -0.03255 -0.03244 -0.03238 -0.03237 -0.03237 -0.03237 -0.03237 -0.03237

40～44歳→45～49歳 0.01052 0.01480 0.01179 0.01321 0.01502 0.01502 0.01502 0.01502 0.01502

45～49歳→50～54歳 -0.04026 -0.04029 -0.04029 -0.04028 -0.04030 -0.04030 -0.04030 -0.04030 -0.04030

50～54歳→55～59歳 -0.00452 -0.00438 -0.00446 -0.00447 -0.00447 -0.00447 -0.00447 -0.00447 -0.00447

55～59歳→60～64歳 -0.03428 -0.03385 -0.03373 -0.03380 -0.03381 -0.03381 -0.03381 -0.03381 -0.03381

60～64歳→65～69歳 -0.03538 -0.03520 -0.03507 -0.03499 -0.03517 -0.03517 -0.03517 -0.03517 -0.03517

65～69歳→70～74歳 -0.05051 -0.05141 -0.05118 -0.05102 -0.05092 -0.05092 -0.05092 -0.05092 -0.05092

70～74歳→75～79歳 -0.07391 -0.07258 -0.07430 -0.07387 -0.07357 -0.07357 -0.07357 -0.07357 -0.07357

75～79歳→80～84歳 -0.07712 -0.07756 -0.07544 -0.07843 -0.07763 -0.07763 -0.07763 -0.07763 -0.07763

80～84歳→85～89歳 -0.06072 -0.06123 -0.06246 -0.05835 -0.06361 -0.06361 -0.06361 -0.06361 -0.06361

85歳以上→90歳以上 -0.06329 -0.06868 -0.07722 -0.07940 -0.07168 -0.07168 -0.07168 -0.07168 -0.07168



[image: image5]
島外への移動については、「天候に左右されない、いつでも入港できる港を整備してほしい」が51％と最も高くなり、次いで「飛行機をもう少し大型にしてほしい」46％、「飛行機の便数を増やしてほしい」26％と続きます。

[image: image113.emf]純移動率・男

→2020年→2025年→2030年→2035年→2040年→2045年→2050年→2055年→2060年

0～4歳→5～9歳 -0.01384 -0.01254 -0.01169 -0.01091 -0.01016 -0.00938 -0.00860 -0.00782 -0.00782

5～9歳→10～14歳 -0.01534 -0.01384 -0.01286 -0.01200 -0.01117 -0.01031 -0.00945 -0.00859 -0.00859

10～14歳→15～19歳 -0.36904 -0.36910 -0.36936 -0.36939 -0.36951 -0.36951 -0.36951 -0.36951 -0.36951

15～19歳→20～24歳 0.38131 0.34416 0.30509 0.30607 0.30985 0.32133 0.33280 0.34428 0.34428

20～24歳→25～29歳 0.24122 0.24806 0.23243 0.21507 0.21808 0.22616 0.23423 0.24231 0.24231

25～29歳→30～34歳 0.08626 0.11725 0.12059 0.11292 0.10413 0.10798 0.11184 0.11570 0.11570

30～34歳→35～39歳 0.01868 0.02170 0.02964 0.03029 0.02778 0.02881 0.02984 0.03087 0.03087

35～39歳→40～44歳 0.09057 0.07951 0.08658 0.11532 0.11852 0.12291 0.12730 0.13169 0.13169

40～44歳→45～49歳 0.04108 0.03978 0.03468 0.03766 0.04990 0.05174 0.05359 0.05544 0.05544

45～49歳→50～54歳 0.01971 0.01559 0.01461 0.01209 0.01331 0.01380 0.01430 0.01479 0.01479

50～54歳→55～59歳 -0.01862 -0.01736 -0.01646 -0.01543 -0.01424 -0.01315 -0.01205 -0.01096 -0.01096

55～59歳→60～64歳 -0.04673 -0.04358 -0.04074 -0.03824 -0.03554 -0.03280 -0.03007 -0.02734 -0.02734

60～64歳→65～69歳 -0.02424 -0.02376 -0.02347 -0.02331 -0.02371 -0.02107 -0.02107 -0.02107 -0.02107

65～69歳→70～74歳 -0.03896 -0.04045 -0.04003 -0.03975 -0.03953 -0.03514 -0.03514 -0.03514 -0.03514

70～74歳→75～79歳 -0.03120 -0.02874 -0.03153 -0.03078 -0.03036 -0.02698 -0.02698 -0.02698 -0.02698

75～79歳→80～84歳 -0.08562 -0.08735 -0.08353 -0.08803 -0.08676 -0.08676 -0.08676 -0.08676 -0.08676

80～84歳→85～89歳 -0.06267 -0.06440 -0.06658 -0.06113 -0.06744 -0.06744 -0.06744 -0.06744 -0.06744

85歳以上→90歳以上 -0.01974 -0.02668 -0.03454 -0.03721 -0.02884 -0.02884 -0.02884 -0.02884 -0.02884

純移動率・女

→2020年→2025年→2030年→2035年→2040年→2045年→2050年→2055年→2060年

0～4歳→5～9歳 -0.01522 -0.01392 -0.01290 -0.01197 -0.01109 -0.01016 -0.00924 -0.00924 -0.00924

5～9歳→10～14歳 -0.02189 -0.02000 -0.01852 -0.01717 -0.01588 -0.01455 -0.01323 -0.01323 -0.01323

10～14歳→15～19歳 -0.37249 -0.37255 -0.37269 -0.37269 -0.37284 -0.37284 -0.37284 -0.37284 -0.37284

15～19歳→20～24歳 0.24916 0.16171 0.15549 0.16844 0.17028 0.17636 0.18245 0.18245 0.18245

20～24歳→25～29歳 0.31048 0.30991 0.20735 0.20046 0.21790 0.22568 0.23346 0.23346 0.23346

25～29歳→30～34歳 0.05221 0.06361 0.06325 0.04319 0.04127 0.04275 0.04422 0.04422 0.04422

30～34歳→35～39歳 0.01662 0.02120 0.02493 0.02457 0.01490 0.01543 0.01596 0.01596 0.01596

35～39歳→40～44歳 0.01463 0.01985 0.02014 0.02121 0.01796 0.01860 0.01925 0.01925 0.01925

40～44歳→45～49歳 0.01262 0.01850 0.01533 0.01783 0.02103 0.02178 0.02253 0.02253 0.02253

45～49歳→50～54歳 -0.03221 -0.03022 -0.02820 -0.02618 -0.02418 -0.02217 -0.02015 -0.02015 -0.02015

50～54歳→55～59歳 -0.00362 -0.00329 -0.00312 -0.00291 -0.00268 -0.00246 -0.00224 -0.00224 -0.00224

55～59歳→60～64歳 -0.02742 -0.02539 -0.02361 -0.02197 -0.02029 -0.01860 -0.01691 -0.01691 -0.01691

60～64歳→65～69歳 -0.03184 -0.03168 -0.03156 -0.03149 -0.03165 -0.02814 -0.02814 -0.02814 -0.02814

65～69歳→70～74歳 -0.04546 -0.04627 -0.04606 -0.04592 -0.04583 -0.04074 -0.04074 -0.04074 -0.04074

70～74歳→75～79歳 -0.06652 -0.06532 -0.06687 -0.06648 -0.06621 -0.05886 -0.05886 -0.05886 -0.05886

75～79歳→80～84歳 -0.07712 -0.07756 -0.07544 -0.07843 -0.07763 -0.07763 -0.07763 -0.07763 -0.07763

80～84歳→85～89歳 -0.06072 -0.06123 -0.06246 -0.05835 -0.06361 -0.06361 -0.06361 -0.06361 -0.06361

85歳以上→90歳以上 -0.06329 -0.06868 -0.07722 -0.07940 -0.07168 -0.07168 -0.07168 -0.07168 -0.07168



[image: image6]
　ふだんの生活で足りてないものとして、「野菜や肉などの生鮮食品」54％と最も高くなりました。次いで「雑貨などの日用品」34％、「下着などふだんの衣料品」22％と続きます。
[image: image114.emf]男 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

総数 -8 -10 -10 -12 -12 -13 -11 -10 -10

0～4歳→5～9歳 -1 -1 -0 -0 -0 -0 -0 -0 -0

5～9歳→10～14歳 -1 -1 -1 -1 -1 -1 -1 -1 -1

10～4歳→15～19歳 -13 -14 -14 -12 -12 -12 -12 -12 -12

15～19歳→20～24歳 6 6 6 5 4 4 4 4 4

20～24歳→25～29歳 5 5 5 5 4 4 4 4 4

25～29歳→30～34歳 3 3 3 3 3 2 2 2 2

30～34歳→35～39歳 1 1 1 1 1 1 1 1 1

35～39歳→40～44歳 4 3 3 3 3 3 3 3 3

40～44歳→45～49歳 2 2 2 1 1 1 1 1 1

45～49歳→50～54歳 1 1 1 1 0 0 0 0 0

50～54歳→55～59歳 -2 -1 -1 -1 -1 -1 -1 -1 -1

55～59歳→60～64歳 -4 -4 -2 -3 -3 -3 -3 -2 -2

60～64歳→65～69歳 -2 -2 -2 -1 -1 -1 -1 -1 -1

65～69歳→70～74歳 -2 -3 -3 -3 -2 -2 -2 -2 -2

70～74歳→75～79歳 -1 -1 -2 -2 -2 -1 -1 -1 -1

75～79歳→80～84歳 -3 -2 -3 -4 -4 -5 -2 -3 -3

80～84歳→85～89歳 -2 -2 -1 -2 -2 -2 -3 -1 -2

85歳以上→90歳以上 -0 -1 -1 -1 -1 -1 -1 -1 -1

女 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

総数 -21 -22 -20 -19 -19 -19 -19 -18 -17

0～4歳→5～9歳 -1 -1 -1 -1 -1 -1 -1 -1 -1

5～9歳→10～14歳 -1 -1 -1 -1 -1 -1 -1 -1 -1

10～4歳→15～19歳 -14 -15 -13 -12 -11 -11 -11 -11 -11

15～19歳→20～24歳 3 3 3 2 2 2 2 2 2

20～24歳→25～29歳 4 4 4 4 3 3 3 3 3

25～29歳→30～34歳 1 1 1 1 1 1 1 1 1

30～34歳→35～39歳 0 0 0 0 0 0 0 0 0

35～39歳→40～44歳 -1 -1 -1 -1 -1 -1 -1 -1 -1

40～44歳→45～49歳 0 0 0 0 0 0 0 0 0

45～49歳→50～54歳 -1 -2 -1 -1 -1 -1 -1 -1 -1

50～54歳→55～59歳 -0 -0 -0 -0 -0 -0 -0 -0 -0

55～59歳→60～64歳 -2 -1 -1 -1 -1 -1 -1 -1 -1

60～64歳→65～69歳 -1 -2 -1 -1 -1 -1 -1 -1 -1

65～69歳→70～74歳 -1 -2 -2 -1 -2 -2 -1 -1 -1

70～74歳→75～79歳 -2 -2 -2 -3 -2 -2 -2 -2 -2

75～79歳→80～84歳 -2 -2 -2 -2 -3 -2 -2 -2 -2

80～84歳→85～89歳 -2 -1 -1 -1 -1 -2 -1 -1 -2

85歳以上→90歳以上 -1 -2 -2 -2 -2 -2 -2 -2 -2



[image: image7]
　村の医療や介護については、「救急・休日・夜間医療の充実」が49％と最も高くなりました。次いで「介護施設の充実」44％、「各種健診の充実」35％と続きます。

[image: image115.emf]男 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

総数 7 -3 -2 -3 -3 -2 1 3 4

0～4歳→5～9歳 -0 -0 -0 -0 -0 -0 -0 -0 -0

5～9歳→10～14歳 -1 -0 -0 -0 -0 -0 -0 -0 -0

10～14歳→15～19歳 -13 -14 -13 -13 -12 -13 -13 -14 -14

15～19歳→20～24歳 7 7 7 7 7 7 7 8 8

20～24歳→25～29歳 6 6 7 7 6 6 7 7 7

25～29歳→30～34歳 5 4 4 4 4 4 4 4 4

30～34歳→35～39歳 4 1 1 1 1 1 1 1 1

35～39歳→40～44歳 6 4 4 4 4 5 5 5 5

40～44歳→45～49歳 4 2 2 2 2 2 2 3 2

45～49歳→50～54歳 4 1 1 1 1 1 1 1 1

50～54歳→55～59歳 -2 -1 -1 -1 -1 -1 -1 -0 -1

55～59歳→60～64歳 -4 -4 -2 -2 -2 -2 -2 -1 -1

60～64歳→65～69歳 -2 -2 -2 -1 -1 -1 -1 -1 -1

65～69歳→70～74歳 -2 -2 -3 -3 -1 -2 -2 -2 -2

70～74歳→75～79歳 -1 -1 -2 -2 -2 -1 -1 -1 -1

75～79歳→80～84歳 -3 -2 -3 -4 -4 -5 -2 -4 -3

80～84歳→85～89歳 -2 -2 -1 -2 -2 -2 -3 -1 -2

85歳以上→90歳以上 -0 -0 -1 -0 -1 -1 -1 -1 -0

女 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

総数 -7 -13 -12 -12 -12 -12 -11 -10 -10

0～4歳→5～9歳 -1 -0 -0 -0 -0 -0 -0 -0 -0

5～9歳→10～14歳 -1 -1 -1 -1 -1 -1 -0 -0 -0

10～14歳→15～19歳 -13 -14 -12 -12 -12 -12 -13 -13 -13

15～19歳→20～24歳 3 4 4 3 3 4 4 4 4

20～24歳→25～29歳 9 7 5 6 5 5 5 6 6

25～29歳→30～34歳 2 1 2 1 1 1 1 1 1

30～34歳→35～39歳 3 1 1 1 0 1 0 0 0

35～39歳→40～44歳 1 1 1 1 1 1 1 1 1

40～44歳→45～49歳 1 1 0 1 1 1 1 1 1

45～49歳→50～54歳 -1 -1 -1 -1 -1 -1 -1 -1 -1

50～54歳→55～59歳 -0 -0 -0 -0 -0 -0 -0 -0 -0

55～59歳→60～64歳 -1 -1 -1 -1 -1 -1 -0 -0 -1

60～64歳→65～69歳 -1 -2 -1 -1 -1 -1 -1 -1 -1

65～69歳→70～74歳 -1 -2 -2 -1 -1 -1 -1 -1 -1

70～74歳→75～79歳 -2 -2 -2 -3 -2 -2 -2 -1 -2

75～79歳→80～84歳 -2 -2 -2 -2 -3 -2 -2 -2 -2

80～84歳→85～89歳 -2 -1 -1 -1 -1 -2 -1 -1 -2

85歳以上→90歳以上 -1 -2 -1 -1 -1 -1 -2 -1 -1



[image: image8]
子育て環境の取り組みについて「保育所の充実」42％と最も多く、「公園など子どもの遊び場の整備」40％、「子育て家庭に対する経済的支援」38％､｢学童保育の充実｣36％と続きます。
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　娯楽・遊び場については、「海で遊べる施設の整備」47％、「スポーツ・レジャー施設の整備充実」46％と上位2つが高くなりました。
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[image: image10]
　災害で必要なものについて「水・食料」が67％と最も高く、次の「照明・冷房・ガスなどのエネルギー」51％となります。
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[image: image11]
　地域コミュニティーについては、「コミュニティーの場の整備」が41％と最も高く、次いで「近隣住民との関わり」34％と続きます。
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[image: image12]
　村の産業振興については、「村の主要産業であるサトウキビ作等農業の振興」が66％と最も高くなりました。次いで「生産・加工・販売までの産業の6次化」35％、「農水産物を加工する製造業の振興」33％と続きます。

[image: image120.emf]回収数
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無回答
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[image: image13]
　農業の振興については、「担い手不足の解消、後継者の育成」47％、次いで「農地や農道整備など生産基盤の充実」31％、「地場特産品の開発、産地形成の促進」28％となります。
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[image: image122.emf]回収数
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　後継者問題については、「本人の意思に任せたい」37％、「仕事をしながら、ようすを見て継がせたい」17％、「あとを継がす人がいない」15％と続きます。

[image: image15]
　観光資源については、「釣り場の開拓、漁礁の設置等による釣りのメッカとしての魅力」が55％、「星野洞や地底湖など、島特有の地形・地質を活かした観光」が47％、「豊年祭やボロジノフェアなどの年中行事」41％と続きます。
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[image: image16]
　定住については、「ずっと住み続けたい」が37％と最も高く、次の「どちらかといえば住み続けたい」32％と合わせると6割を超えます。
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　引っ越しをするならどこへとの問いには、「村外」88％と最も多くなりました。具体的な自治体としては、本島の「那覇市」「西原町」が多くあがりました。


[image: image18]
　引っ越しのきっかけについては、全体的に回答が少ない傾向でした｡その中でも「急病や台風等の災害など、いざというとき不安だから」が最も多くなり､次に「子供の進学や就職に合わせて」が続きます。
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　人口減少を食い止めるために必要なものでは、「雇用の確保」49％、「島外との交通の便」41％、「医療格差の解消」31％と続きます。


[image: image20]
　人口減少を食い止める為に､自分自身でできることについては、「病気の予防と体の維持管理」40％、「隣り近所との友好な付き合い」39％となりました。
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[image: image21]
自由意見は以下のとおりでした。

	住民
	◇住む家がない。村営住宅が少ない。住みたいところに住めない。高所得でも入れる村営住宅がなく、不便で不満に思う。一度村営住宅に住んでいる人たちがまた優先的に同じ村営住宅に入れるのか意味がわからない。

◇リフォーム経費の支援。

◇観光農園を整備し、空き住宅を利用した定住化の促進、港湾の強化整備。

◇空路による南大東-那覇間の増便。
◇物価をもっと安くしてほしい。
◇居住空間の家賃の見直しを是非行ってほしい。
◇大型な船が入港できるように港を整備できたらいい。

◇独身男性のための出会いの場所の提供をおこなってほしい。

◇感性に貧しい村営アパートの質向上。
◇年数回でもいいので耳鼻科・眼科・整形外科の専門医による派遣システムほしい。

◇放課後や週末の憩いの場所として村営図書館や児童館があればいい。

◇村にタクシーもしくは運転代行業があればいいなと。


※文章は、アンケートに記入して頂いた言葉を精査・要約して載せています。

（４）事業所アンケート結果（回収数：27）
［回答者属性］
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救急・休日・夜間医療の充実

往信・訪問看護など在宅医療の充実

介護施設の充実

各種検診の充実

健康相談や健康に関する知識の啓発

食育や食生活改善運動の推進

住民互助による地域での見守り

その他
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乳幼児健診・健康相談等の充実

児童虐待の予防・対策の推進

公園など子どもの遊び場の整備

子育て家庭に対する経済的支援

その他
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30%
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コミュニティの場の整備

祭りや行事などの活性化

近隣住民との関わり

少人数単位の助け合い制度

その他

無回答

　島への愛着度は「強く感じている」67％、「どちらかといえば感じている」22％、愛着を感じられている方がほぼ9割を占めています。


[image: image23]
　南大東村の利点として挙げられているものは、「仕事と生活のバランス」63％、「身近な海や自然」52％、「島民との密な連携」37％となっています。
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地理的条件を活かした漁業の振興

農水産物を加工する製造業の振興

カボチャ等を用いた特産品の開発

生産・加工・販売までの産業の６次化

市場拡大のためのＰＲ活動

海や自然、農業等を活かした観光振興

差別化のための低農薬農業の推進

その他



[image: image24]
　南大東村で仕事している理由として、「生業だから」48％と最も多く、「自分の生活スタイルを崩したくないから」41％とあります。
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農業生産グループの育成

担い手不足の解消、後継者の育成

先端農業技術などの積極的導入

地場特産品の開発、産地形成の促進

販路拡大、市場拡大

体験農業、観光農業などの振興

環境にやさしい農業の振興

その他
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　不便・不満に感じることについて「輸送コストの高さ」が93％と最も高く、次いで「医療環境が不十分」「台風などの災害」ともに56％と続きます。
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仕事と生活の調和については、回答された中では「時間外労働の縮減」26％と比較的多く「有給休暇の取得促進」22％と上位２つが目立ちます。
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　子育て支援として、事業所でやっていることでは「お祝い金」が最も多い結果となりました。
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医療格差の解消

介護施設の充実

子育て環境の充実

教育格差の解消

島外との交通の便

買い物など生活の利便性

居住空間の改善

防災対策

その他

定住としては、「ずっと続けたい」70％、「どちらかといえば続けたい」22％と9割を超えます。
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隣り近所との友好な付き合い

子育てへの協力

身近な品物の島内での買い物

病気の予防と体の維持管理

地域の年中行事への積極的な参加

防災活動などへの積極的な参加

清掃活動などの環境保全活動

ブログ等を使った島の情報発信

南大東らしい家並みの保全など景観への配慮

その他

後継者問題に関しては「仕事をしながら、ようすを見て継がせたい」が37％と最も高くなり、「本人の意思に任せたい」が30％と続きます。
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　移転・廃業の理由については、最も多かったのが「将来の見通しが見えないから」44％、「後継者が育たないから」41％となりました。
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[image: image31]
　村の産業振興について「村の主要産業である農業の振興」59％と最も高く、「海や自然、農業等を活かした観光振興」33％「地理的条件を活かした漁業の振興」30％と続きます。
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　観光資源については、「星野洞や地底湖など、島特有の地形・地質を活かした観光」が63％と最も高くなりました｡
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　人口減少を食い止めるための施策については、「島外との交通の便」が67％と最も高くなりました。次いで「医療格差の解消」44％、「雇用の確保」41％と続きます。
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　事業所での努力施策としては、「職場環境を改善する」44％が最も多く、次に「生産性を高める」26％と続きます。その他の項目も20％前後と推移しています。
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自由意見は以下のとおりでした。

	事業所
	◇島民以外の航空運賃がとても高額なので、知人・友人など島へ観光目的などで誘うことがとても難しい。
◇若い母親が雇用できる体制づくり（1歳以下でも保育預かりできるようにしてほしい）
◇島出身の航空券の里帰り支援
◇急患機（ヘリでも可）を南大東空港へ待機してほしい。


※文章は、アンケートに記入して頂いた言葉を精査・要約して載せています。

（５）島外アンケート結果（回収数：27）
［回答者属性］
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後継者が育たないから

事業の基盤の整備や拡充に合わせて

年中行事や近所付き合いが面倒だから

将来の見通しが見えないから

出荷体制や出張するのに不便だから

急病や台風等の災害など、いざというとき

不安だから

その他
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村の主要産業であるサトウキビ作等農業の振興

地理的条件を活かした漁業の振興

農水産物を加工する製造業の振興

カボチャ等を用いた特産品の開発

生産・加工・販売までの産業の6次化

市場拡大のためのＰＲ活動

海や自然、農業等を活かした観光振興

差別化のための低農薬農業の推進

Ｉターン移住者の職の保証

その他


島への愛着度を調べると、「好き」と「どちらかといえば好き」を合わせると回答者全員村が好きだと回答しています。
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12 

(44%)

女性
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無回答
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(7%)



[image: image37]
村の良いところで「身近な海や自然」89％が最も多く、次に「島民の素朴な人柄」74％､｢静かな環境｣70％が続きます。
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[image: image38]
　島を離れて何年かの問いには、「20年以上」が74％と最も多くなりました。「10年以上20年未満」11％と合わせると、10年以上島を離れている方が8割を超えます。
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[image: image156.emf]今でも強く

感じている

19 

(70%)

どちらかと

いえば感じ

ている

8 

(30%)

どちらかと

いえば感じ

ていない

0 

(0%)

ほとんど感

じていない

0 

(0%)

どの程度島に帰っているかでは、「10年以上帰っていない」が26％と最も多くその次に多いのが「10年に1回ぐらい」「5～8年に1回」が共に15％と続きます。
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職場の近さ

仕事と生活のバランス

コンパクトなまち

特にない

その他

　島外への移動については、「飛行機の運賃を住民並みに安くしてほしい」が89％と最も高くなりました。


[image: image41]
足りないものに関しては、「野菜や肉などの生鮮食品」が63％と最も高くなりました。他の項目は20％前後を推移しています｡
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[image: image42]
村の医療や介護について、最も多かったのが「救急・休日・夜間医療の充実」48％でした。次に「往診・訪問看護など在宅医療の充実」「介護施設の充実」がともに41％と続きます。
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[image: image43]
子育て環境については、「保育所の充実」が52％と最も高く、「学童保育の充実」「子育て家庭に対する経済的支援」ともに48％と続きます。
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野菜や肉などの生鮮食品

下着などふだんの衣料品

雑貨などの日用品

かぜ薬や胃薬などの医薬品

タンスやテーブルなどの家具類

テレビやエアコンなどの家電製品

特に足らないものはない

その他

無回答



[image: image44]
娯楽・遊び場について、「祭りや行事の活性化」が56％と最も高くなりました。次に「海で遊べる施設の整備」「スポーツ・レジャー施設の整備充実」が30％と続きます。
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救急・休日・夜間医療の充実

往診・訪問看護など在宅医療の充実

介護施設の充実

各種検診の充実

健康相談や健康に関する知識の啓発

食育や食生活改善運動の推進

住民互助による地域での見守り

その他

無回答



[image: image45]
台風対策で必要なものとして、「水・食料」89％、「照明・冷房・ガスなどのエネルギー」74％との意見が寄せられました。
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保育所の充実

学童保育の充実

子育ての相談・交流の場の充実

子育て関係機関のネットワーク化

乳幼児健診・健康相談等の充実

児童虐待の予防・対策の推進

公園など子どもの遊び場の整備

子育て家庭に対する経済的支援

その他

無回答



[image: image46]
　地域コミュニティーのあり方について重要なものとしては、「近隣住民との関わり」が63％と最も高くなり、「コミュニティーの場の整備」「祭りや行事などの活性化」がそれに続きます。
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海で遊べる施設の整備

スポーツ・レジャー施設の整備充実

祭りや行事の活性化

飲食店の多様化と充実

イベントやスポーツ大会の開催

地域コミュニティの再生

その他



[image: image47]
　産業振興施策については、「村の主要産業であるサトウキビ作等農業の振興」「海や自然、農業等を活かした観光振興」がともに70％となり、高い関心が寄せられました。
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水・食料

照明・冷房・ガスなどのエネルギー

快適な居住空間

プライバシーの保護

その他



[image: image48]
　農業振興に必要な施策といえば、「担い手不足の解消、後継者の育成」が56％となり、「農業生産グループの育成」37％、「地場特産品の開発、産地形成の促進」33％と続きます。
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コミュニティの場の整備

祭りや行事などの活性化

近隣住民との関わり

少人数単位の助け合い制度

その他



[image: image49]
　観光資源としては、「釣り場の開拓、漁礁の設置等による釣りのメッカとしての魅力」が67％、「星野洞や地底湖など、島特有の地形・地質を活かした観光」が63％となりました。
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村の主要産業であるサトウキビ作等農業の振興

地理的条件を活かした漁業の振興

農水産物を加工する製造業の振興

カボチャ等を用いた特産品の開発

生産・加工・販売までの産業の６次化

市場拡大のためのＰＲ活動

海や自然、農業等を活かした観光振興

差別化のための低農薬農業の推進

その他
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農地や農道整備など生産基盤の充実

農作業の受託による経営規模の拡大

農業生産グループの育成

担い手不足の解消、後継者の育成

先端農業技術などの積極的導入

地場特産品の開発、産地形成の促進

販路拡大、市場拡大

体験農業、観光農業などの振興

環境にやさしい農業の振興

その他

無回答

南大東に帰るつもりがあるかについては、「帰る予定はない」が67％と最も多くなりました｡

しかし「帰りたい」「どちらかといえば帰りたい」がともに7％と前向きな結果もあらわれています｡

[image: image51]
　島に帰る条件としては、「医療や介護」が44％と最も多く、次に「満足できる職場」26％と続きます。
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海岸の景勝地や紺碧の沖合いをめぐるクルージング

360度オーシャンビューののどかな景色とのんびり流れる時間

琉球松並木やサトウキビ畑をめぐるシュガートレイン復活夢実

現事業

星野洞や地底湖など、島特有の地形・地質を活かした観光

広大な池や湿地帯、オヒルギ群落、ダイトウオオコウモリなど

の貴重な自然

サトウキビ畑を利用した迷路やお宝探しゲームなどのレクリ

エーション

カボチャやニンニクなど日持ちのする農作物を使った特産品

大東寿司や大東そば、大東ようかん、シージャーキーなどの土
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豊年祭やボロジノフェアなどの年中行事

無回答
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後継者問題については、回答者が少ない中で、「生業を継ぐかどうか関係なく帰りたくない」が挙がりました。その他では「よくわからない」との意見も見受けられます。
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島外への移動

ふだんの買い物

医療や介護

出産・子育て環境

娯楽・遊び場

台風などの災害

満足できる職場

地域の行事の多さ

面倒な近所付き合い

その他

無回答


　介護問題については、「本島の介護施設に入れる」が22％、「親を自分のところに引き取る」15％と、他人に迷惑をかけないように身近に置くパターンが多くなりました。


[image: image54]
　人口減少対策としては、「雇用の確保」が70％と最も重要とする結果となりました｡次いで｢島外との交通の便｣が41％と続きます｡
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[image: image55]
自由意見は以下のとおりでした。

	島外
	◇航空運賃：せめて宮古・八重山くらいまでに下げてほしい。行きたくてもなかなか行けない遠い島になっている。
◇ネットの時代に発信力が乏しい。特産品も村をあげて品質管理に力をいれ発信・販売を考えたほうが良い。
◇都会ではなかなか夜空を見上げるということはないので天文台は観光資源になると思う。観光客をよぶにはそれなりの充実した宿泊施設が必要だと思う。
◇最近ＴＶで取り上げられているのを見て友人にも南大東の魅力を伝えています。これからも魅力のある島を発信していってほしいです。

◇台風銀座の島の暴風林、屋敷林の復元を進め台風に強い島づくりを図ることが望まれる。島に帰るとしても、帰らぬにしても島をふるさとと思う人材育成が必要である。


（６）児童生徒アンケート結果（回収数：60）
［回答者属性］

[image: image172.emf]介護するた

めに島に帰

る

0 

(0%)

親を自分の

ところに引

き取る

4 

(15%)

本島の介護

施設に入れ

る

6 

(22%)

島の知り合

いに見守り

を頼む

0 

(0%)

その他

1 

(4%)

無回答

16 

(59%)
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買い物など生活の利便性

居住空間の改善

防災対策

その他

無回答
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無回答

[image: image175.emf]住み続けた

い

20 

(34%)

どちらかと

いえば住み

続けたい

17 

(29%)

どちらかと

いえば住み

続けたくな

い

15 

(25%)

住み続けた

くない

7 

(12%)
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[image: image177.emf]45%

18%

48%

12%

42%

27%

32%

30%

22%

8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

古くなった家や建物をきれいにして、また住めるようにする

いつも通る道をきれいにしたり、カンバンをわかりやすくする

海やサトウキビなど、南大東村の自然を大事にする

火事になった時に、みんなで助け合って消す仕組みを守る

急な病気やけがのとき、すぐにちりょうできるようにする

台風のとき、みんなが安心できるような場所をつくる

インターネットやケーブルテレビがちゃんと見られるようにする

南大東村の良いところをせんでんしてたくさんの人に来てもらう

他の町や村の人と交流をさかんにして、お互いの良いところを学ぶ

その他



[image: image56]
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その他

無回答

島への愛着度では、「好き」が最も多く60％、次いで「どちらかといえば好き」が33％です。合わせて9割以上が好きだと回答しています。
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自由意見は以下の通りになりました｡

	学生
	◇自然がいっぱいあるところ（同意見56件）

◇島のひとたちがやさしい（同意見45件）

◇海がきれい（同意見29件）

◇村民が仲良し（同意見23件）

◇友達がつくりやすい（同意見12件）

◇行事がたくさんあって楽しい（同意見3件）
◇行事などがあったら、みんなでいわう（同意見2件）

◇星野洞がきれい（同意見2件）
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嫌なことでは､｢買いたいものがすぐに手に入らない｣が67％と最も高くなりました｡次に｢スポーツやレジャーなどで遊べるところが少ない｣が48％と続きます｡
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島への定住度については、｢住み続けたい｣34％が最も多く､「どちらかといえば住み続けたい」が29％と合わせると定住意識は6割を超える結果となりました。
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島に残る条件としては､｢いろいろ買えるお店｣が73％と最も高くなり､｢はたらきやすい仕事｣が37%と続きます｡
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南大東村でやってほしいことについて「海やサトウキビなど、南大東村の自然を大事にする」が48％と最も多く、次いで「古くなった家や建物をきれいにして、また住めるようにする」が45％､｢急な病気やけがのとき、すぐにちりょうできるようにする｣が42％と続きます。
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４．各種計画の概要

（１）第４次南大東村総合計画

【計画の意義】

南大東村の将来像、むらづくりの目標を実現するために、具体的な施策を体系的に示す。

【計画期間】

前期は、平成23（2011）年～平成27（2015）年の5年間

【南大東村の将来像】

人と自然が活きるフロンティアアイランド

～未来に羽ばたくウフアガリ島～
【基本理念】

進取　開拓者精神が活きるむらづくり　→　開拓
調和　自然とともに歩むらづくり　　　→　自然
琢磨　人と文化を育むむらづくり　　　→　文化
【施策体系】
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豊年祭やボロジノフェアなどの年中行事
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【目標指標】

	分野
	目標指標
	現状値（H22年度）
	目標値（H26年度）

	目標

Ⅰ
	全国学力学習状況調査
	県平均以上全国平均未満
	全国平均並み

	
	八丈島・伊那市体験交流学習への派遣児童数
	15名
	15名

	目標

Ⅱ
	特定健診　受診率
	51％
	65％

	
	特定保健指導　実施率
	41％
	45％

	
	内臓脂肪症候群の該当者・予備群の減少率
	7％
	10％

	
	乳幼児健診率（乳児）
	89.5％
	91.5％

	
	乳幼児健診率（1.6才児）
	88.2％
	90.2％

	
	乳幼児健診率（三才児）
	94.1％
	96.1％

	
	介護予防事業により要介護状態への移行を防いだ数
	120人
	130人

	
	老人クラブ会員数の増加
	50人
	70人

	
	ボランティア人材（民生委員、母子保健推進員）の数
	民生委員　6名

母子保健推進員　2名
	民生委員　7名

母子保健推進員　2名

	
	消防団員
	37人
	42人

	
	地域防災懇談会に参加する住民の数
	90人
	180人

	
	消防展
	隔年開催
	年1回開催

	目標

Ⅲ
	さとうきび生産量の向上
	57,144ｔ
	67,200t

(平成27年度目標)

	
	農業体験メニュー数
	さとうきび刈り体験

農業機械試乗体験
	さとうきび刈り体験

農業機械試乗体験

かぼちゃ収穫体験

	
	漁獲高
	99,300kg
	137,100kg

	
	漁業体験メニュー
	職場学習体験授業
	職場学習体験授業

	
	観光客数の増加
	3,012人
	5,000人

	
	新たに開発された加工品の数
	－
	5種類

	目標

Ⅳ
	村道の改良率
	92.1％
	95.0％

	
	村道の舗装率
	94.5％
	100.0％

	
	村営住宅の管理戸数
	76戸
	80戸

	
	有収率（簡易水道）
	67.1％
	90.0％

	
	農業集落排水処理施設の加入率
	81.9％
	100.0％

	
	合併処理浄化槽の設置件数
	0件
	10件

	
	年間一人当たりのゴミ排出量
	280kg
	247kg

	
	インターネット普及率
	25％
	30％

	
	村ホームページの更新頻度
	半年に1度
	月1回以上

	推進

方策
	年間の広報誌の発行回数
	2カ月に1回
	月1回

	
	行政懇談会への参加者数
	95人
	150人

	
	財政力指数
	0.15
	0.15

	
	実質公債比率
	14.7％
	13.2％

	
	村税の納付率
	91.5％
	94.0％


（２）南大東村子ども・子育て支援事業計画

【計画の意義】

本計画は、子ども・子育て支援法第61条に基づく市町村子ども・子育て支援事業計画であり、「保護者が子育てについての第一義的責任を有すること」を認識しつつ、すべての子ども・子育て家庭を社会全体で支援し、「保育の量的拡充・拡大」、「すべての子どもに質の高い教育・保育の安定的な提供」、「地域子ども・子育て支援の充実」を目指すものです。

【計画期間】

本計画は、平成27年4月から平成32年3月までの5年間 

【計画の位置づけ】

【基本理念】
うふあがりっ子親地域が育む教育立村
【基本的視点】
①子どもの視点 … 子どもの幸せを第一に考え、「子どもの最善の利益」が平等かつ最大限に保障されるように追及します。

②保護者の視点 … 安心かつ充実して子づくりや子育てができる条件を整備します。

③社会全体で支える視点 … 保護者が子育てについて第一義的責任を有する基本認識のもとに、保護者が地域でのコミュニティーを確立し、保護者・地域・行政・事業所が連携して地域社会全体で子育てする社会を目指します。

④地域における社会資源の効果的な活用の視点 … 社会資本の投資による基盤整備だけでなく、子育てに関する活動を行うＮＰＯ・子育てサークル・子ども会・青年会・婦人会・老人会・公民館や地域の人材をはじめとする様々な地域の社会資源を効果的に活用します。

⑤地域コミュニティーの向上を目指した村民計画の視点…行政サービスの向上を目指すことはもちろんのこと、情報交流をとおして地域のコミュニティーを構築し、柔軟に対応できる発展型の村民計画をとおして捉えます。

⑥南大東村の地域特性を捉えた視点…離島村である本村の特性を捉え、財政状況、地域の力量を見据えて策定します。
【施策体系】
（３）南大東村観光振興計画

【計画の意義】

観光を取り巻く国内外の変化を受けて、南大東村においてもこれまでの主力産業であるさとうきび関連産業に加えて、観光産業の振興を図ることが必要になっています。この計画は、南大東村の人口減少に歯止めをかけ、若者層を中心とする定住促進対策に加えて、観光客などの「交流人口」の増加により地域活性化を図るものです。

【計画期間】

本計画は、2015（平成27）年から2024（平成36）年の10カ年
【南大東村観光の課題】

①　航空座席確保が困難

現在那覇から南大東島へは1日2便が就航していますが、就航している航空機2機の座席数が限られており（39席及び50席）、観光客の利用を目的とした座席の確保が難しい状況となっています。

②　航空運賃が高い

那覇・南大東島間の普通航空運賃（片道）は25,600円となっており、航空運賃の高さが指摘されています。観光客の増加を図るためには航空運賃の低減が必要です。

③　宿泊施設の整備

南大東村内の宿泊施設は５軒となっていますが、特徴のある宿泊施設や既存施設の設備整備、食事メニューの改善などが必要となっています。

④　魅力ある観光プログラム開発及び人材育成

南大東島の自然特性や文化特性を活かした南大東らしさの感じられるプログラムの開発と観光ガイドの育成が必要です。特に、農業や漁業体験を含む民泊の強化による新たな市場開拓も求められています。南大東島の主力産業であるさとうきびを使った黒糖製品や近年注目されているカボチャを使った食メニューや特産品開発を強化し南大東島ならではの食の提供が求められています。一方、こうした取り組みを進めるに当たっては現在の南大東村内では人材が不足しており、島外からの人材確保が必要です。

⑤　情報発信の強化

現在、南大東村や村商工会が観光情報を発信していますが、内容の強化を図りHPやSNSを積極的に活用した魅力発信強化が必要です。また、現在の「南大東村観光大使」制度を拡充し、情報発信を強化することが必要です。

⑥　村内観光推進体制の強化

南大東村の観光振興を推進するためには、村と観光協会及び村内の主要関係機関（商工会、JA、漁業組合、青年会等）が連携し、受入体制の強化策を検討・実施していく必要があります。また、沖縄県や沖縄観光コンベンションビューローとの定期的な連絡会を開催するとともに航空会社や旅行会社などとの連携強化が必要です。

（４）農業農村整備事業管理計画書

【基本的な考え方】

①本村は、さとうきび生産が基幹産業である。生産高の推移は、40,000t～93,000tで、経年では安定していない状況にあり、この対策として、土地改良事業や農業用水の確保を急務としています。（南大東村農村振興基本計画）

②本村は、可耕地である平坦地及び緩傾斜地が約9割を占めており、将来とも農業的土地利用が骨格です。幕下、幕上の農用地は、生産拡大のための基盤整備を積極的に推進し、合理的な土地利用を確立します。（南大東村農業振興地域整備計画）

③島の経済を支えるさとうきびをはじめとした各種農作物の振興を図るため、農家の人材育成、農業基盤の整備を進めるとともに、輪作体系の推進や観光業等と連携した農業体験メニューの提供を行う等、農家の経営安定化に取り組みます。

【計画期間】

本計画は、2015（平成27）年から2019（平成31）年の5年間

（５）平成27年度施政方針

　本村の施政方針における主要施策の相関図は以下のようになります。




























（６）沖縄県人口増加計画
【雇用に係る施策】
























【人の流れに係る施策】






















【結婚・子育てに係る施策】






















【まちづくりに係る施策】




















５．南大東村の観光資源
「おじゃりやれ　うふあがり島観光ビジョン2015」の調査結果を以下のように整理しました。
※　島民・島内事業者・行政等へのヒアリング
	項目
	意見

	ｼｭｶﾞｰﾄﾚｲﾝ

（9回出現）
	◇ｼｭｶﾞｰﾄﾚｲﾝの復活に向けて取り組んでいる。村の基幹産業である農業の「産業遺産」であるｼｭｶﾞｰﾄﾚｲﾝ復活により観光振興につなげたい

◇現在は文化センターから西港までのルートを検討中

◇現ルートで活用が図られるか不明

◇観光面でも期待が持てるがルートについては検討が必要
◇ｼｭｶﾞｰﾄﾚｲﾝについてはルートが課題。文化センター前から西港までではなく月見橋を周遊するコースが効果的。住民の利用も必要

◇ｼｭｶﾞｰﾄﾚｲﾝでの増客を視野に入れている

◇ｼｭｶﾞｰﾄﾚｲﾝは予算10億円で復活するが、作るのは補助金であとは村の管理で税金

◇維持費が大変であり地元の人が使えるような活用が重要
◇雨、風を防いで長持ちできるように倉庫を頑丈にすることを考えている
◇経路にも問題があり遊歩道沿いではなく池の周りがいいのでは
◇ｼｭｶﾞｰﾄﾚｲﾝについては村の考えが十分村民に伝わっていない。維持管理費やルートの問題も含めて問題が大きい。もっと検討が必要
◇ｼｭｶﾞｰﾄﾚｲﾝについては現在基本設計実施中。次年度に実施計画を策定し、H30年度スタートを目指している　→　［報告書が出ている］

	
	■ｼｭｶﾞｰﾄﾚｲﾝは、観光振興としての期待が高い（3件）

■ルートについては、要検討（6件）

・村は、文化センターから西港までのルート（1件）
・月見橋や池を周遊するコースが効果的（2件）

■ｼｭｶﾞｰﾄﾚｲﾝは、村民の利用も考慮すべき（2件）

■維持管理費が高くつく（3件）

	星野洞

（3回出現）
	◇星野洞は南大東島を代表する観光資源であるが、安全対策（照明、滑り止め、注意事項記載など）を徹底する必要がある

◇星野洞の案内ガイド養成を行い南大東島の自然特性を正しく紹介することが必要
◇入口付近に紹介施設を設置し、入場前に注意事項をビデオなどを活用して告知するとともに洞窟の特徴を紹介する写真などを掲示する
◇星野洞は南大東を代表する観光資源。現在、上り専用エスカレーターを設置中であり年内には完成予定。年配者が多いので利便性が向上する

	
	■星野洞は南大東島を代表する観光資源（2件）

■案内ガイド養成を含めた情報提供の充実（2件）

■エスカレーターの設置など安全対策が必要（2件）

	クルージング

（3回出現）
	◇4/11日本丸というクルージングが来る(5時間ほど滞在)　→　［300名ほど］
◇来年4月の日本丸クルーズ船の受け入れについては、観光を考えるきっかけになる。今後の地域活性化へとつなげる。地域全体を巻き込む必要がある。
◇4月のクルーズ来航は、今のところ予定無し。主に6月総会に向けての準備。
→　［今回は不調に終わったが、村にとって色々メリットのある事業］

	星空

（3回出現）

	◇夏の星空は透明度が高い（黄砂の影響がない）
◇星空観察、光るキノコ観察、ダイトウビロー群生観察、ダイトウオオコウモリ観察など

◇星空＆釣り（夜）

	開拓の島

（2回出現）

	◇南大東島は他の離島とは違い開拓の島である

◇島の開拓は八丈島からの入植者によって行われており、文化センターは歴史を学ぶ上で重要な展示物が多い

	既存施設の活用
	◇ビジターセンターについては地元住民の活用が弱い

◇文化センターは歴史を学ぶ上で重要な展示物が多い

	漁業関連


	◇この時期はサワラとマグロが中心
◇マグロ解体やサワラ解体の見学も受入れ可能
◇消費拡大のためには、「冷蔵倉庫」の充実が必要
◇体験漁業については、事前調整を万全にすれば可能である。5、6月がベストな時期。夏場は台風影響が課題
◇夜釣り体験についても提供は可能である。事前調整を万全に行うことが必要。ボートを利用して2，3時間の夜釣り体験は可能
◇クレーンを使っての釣り体験は他では得られない感動が得られる

	その他の

観光資源等
	◇観光振興の点では「体験農業」が重要になる。過去にハーベスター体験を行ったことがあるが、安全面の確保や繁忙期での対応が難しいなどの問題がある。ただ、地域の協力が得られれば工夫して実施することは可能
◇バリバリ岩の案内板で、島は年間7センチ「北東」に移動すると記載されているが、正しくは「北西」である。早急に訂正が必要

◇ダイビング等でしか若い人を呼べない（若い人を呼び込むのかが大事になる）
◇スポーツフィッシング
◇イベント的なものが必要(例.100周年の時に釣り大会。漁師さん全員が漁業の資格を取らないといけないことやホテル、民宿が足りなくなる宿泊問題がある。釣りの客層としては年配の富裕層が多い(社長、医者、弁護士など)

◇若い子は島を巡るだけでは満足しない。食、自然、文化、歴史など島特有のもの活かさないといけない。また、島に沖縄で最大の池がある
◇南大東島にしかない植物が多くある
◇農業ツアーをモニターでやったことはあるがあまり続かない。天気や時間、仕事に支障が少し出てしまうため農業が忙しくない梅雨などのシーズンじゃないと難しい。
◇毎年リピーターを増やすには観光農園、1年か1年半後には収穫できるなどの情報を行う
◇農業は初心者でもできるが漁業は厳しい、ただ、初心者の人でもできることはあり、滞在日数を伸ばすことが出来る可能性がある。
◇3.4.5.6月の台風が少ないときに呼べたら
◇クレーンで釣り上げて乗せるのが魅力になる。
◇漁師の方達に漁業の資格を取ってもらいたい。遊漁船の資格が必要(現２船→全３船に)

◇ビーチ作る→かつて砂浜があったが台風でダメになった
◇島からアピールする。気象台の取り組み紹介や旅行業への働きかけが必要
◇食について、カレンダーの制作「うみゃーきゃー南大東まるごと食暦まーさんどー」や観光客のために食べ物には季節性があるものを提供したい
◇豊年祭(9月)、駅伝大会(11月)などに観光客(島外の人)が参加できる
◇観光客が来たら、楽しいと感じる

	その他の意見


	◇南大東村の観光振興に力を入れていきたい
◇村の課題としては医療と教育問題が大きい
◇村では医療特に老人医療の充実が急務
◇村内のエコツアーガイド養成が必要
◇島内を案内出来るガイド養成が必要
◇特産品も新しいものが必要だが、農業や役場などとの兼業が殆どで専念できる人がいない
◇島にいるのはお金も時間もある高齢者が多い。旅行で来る人は60代～年配の方が多い
◇観光客は年配の方で、定年迎えた人が約80％
◇航空運賃値上がり、高い(片道四万？)

◇来年から飛行機が大きくなる(70人乗り)が、貨物スペースを広くすることが目的
　→　［50人乗りにし、貨物スペースを2.5倍にする］
◇島にいる若い子は宮古の人が多い
◇リピーターは県外の人が多い
◇南大東島には方言がない
◇旅館等の人手不足が深刻
◇商店に単独で来る観光客は本土の人が多い
◇お土産が少ない
◇大東寿司作りの体験もやっているが、予約しないとできない(当日にいきなり来られても、ほとんどできないのが現状)

◇お昼ご飯を食べるお店が少ない(現在3店)

◇島の自然をそのままで活かすことが必要。特別なことは必要ない。「自然と虫と共生」することが重要
◇村内の開発は行き過ぎ。村民の利益に繋がっていない
◇観光振興は「村民一人ひとり」が重要。まだその意識が低いのではないか
◇民泊についても独自の取り組みとして進めている。一部屋5名の受入れが基本、但し別室を使っての受け入れも可能。風呂は五右衛門風呂を自作し提供しているが、利用者の満足度は高い
◇食材が豊富にあり、収穫と料理を行うことで満足度が高まる。子供向けの体験としては効果的

◇村内でも民泊は可能だが、取り組みは弱い状況

◇村の観光振興についての関係者間のコミュニケーションが取れていない

◇農家民泊も今後可能性はある
◇航空運賃が高いことが課題

	特産品

	
	さとうきび
（8回出現）
	◇南大東村は一農家当たりの耕作面積が8.5haと県内最大であり大型機械化が進んでいる。さとうきびが主力産業である

◇南大東島の農業はさとうきびが中心だが、機械化が進んでおり、現在は大型ハーベスターによる収穫が殆どである

◇2月植えの翌3月(さとうきび)→4.5.6月で収穫、黒糖を作れるようにするなどの工夫が必要

◇さとうきびを使った商品がない

◇南大東でとれるさとうきびは年間60～70㌧

◇さとうきびは保存できないので、収穫してラム酒になるまで2週間ほどでできる。

◇さとうきび中心の島であるが「黒糖」作りが出来ていない。黒糖づくりも過去に例があるので、やり方次第では可能性がある

	
	
	■さとうきびが主力産業（2件）

■大型機械化が進んでいる（2件）

■さとうきびを使った商品の開発が必要（4件）→　黒糖、ラム酒

	
	カボチャ

（6回出現）
	◇最近はカボチャ栽培が進んでいる。カボチャは県外出荷が中心だが、一部出荷出来ないものについて「地産地消」が必要

◇カボチャについては、単価も高く、県外市場からの需要が多い。最近は品質ランクが低いものでも需要があり、島内での活用は出来ていない。県内市場にもほとんど出回っていない
◇カボチャ作りは重労働であることと、輸送コストや時間がかかることが課題。現在、那覇で箱詰め作業を行っているが悪天候で船が出航出来ない場合のリスクがある。品質悪化の可能性もある
◇村内での商品開発は遅れている。村の加工場もあるが、スイーツ素材等として販売する場合には「専用施設」であることが条件となっており現在では難しい
◇カボチャは10月から3月が収穫時期であり2月から3月初めはピークである。現在、約30人が栽培に取り組んでいる
◇現在、カボチャ収穫のため、ボランティアバイト（ボラバイト）の方が15名来島している。県外の方で1月から3月までの滞在が多い。農協の「産業ネット」を通して募集をしている。殆どが女性

	
	
	■カボチャは県外出荷が中心（2件）

■ボランティアバイト（ボラバイト）の活用は順調（2件）

■「地産地消」の推進、スイーツ素材等としての販売

	
	月桃

（4回出現）
	◇月桃も南大東を代表する資源だがまだ十分な活用が出来ていない

◇月桃を使ったバッグや小物類を製造している。素材となる月桃は自生のものを使用（大きいものでは2，3メートル）している。全部手作業なので価格は高いが訪問者からの注目に応じて制作・販売している
◇月桃素材の製品は他では見られない、世界唯一のものである

	
	ラム酒

（4回出現）
	◇さとうきびを収穫してラム酒になるまで2週間ほどでできる

◇ラム酒は6月に放送された「笑ってこらえて」をきっかけに一気に有名に

◇ラム酒のリピーターは50～60人ほどいる

◇ラム酒のカクテルを缶で販売したら買う人も多くいるはず。商品開発

◇品切れが一番困る
◇特産品を作る人が副業だから、専念していない　→　［専業］
◇ラム酒で儲けるのは難しい

	
	その他
	◇水芋（沖縄本島の田芋）も栽培が可能で品質もいい。栽培が可能な地域の保全が必要である。機械化を進めれば特産品としての可能性がある
◇［そば、スイートコーン、パイナップルなどにも挑戦している］

◇［野菜の地産地消には力をいれている。学校給食などにも提供したい］

	目標
	・［観光に関して］村として一定の予算措置は行っている。商工会委託事業についても「成果」に期待している。具体的な「数値」で示すことが重要
・観光客1万人という目標もあるが実現のために具体的な取り組みが必要


注）ゴシック青字の［　］書きは、ヒアリングにはない、補足意見。

※　旅行業者へのヒアリング

	
	①ツアーの実施
	②ツアーの予定
	③ツアー実施の課題
	④南大東観光関係者への要望

	Ａ社
	◇通年設定しているエース商品なし
	◇オフシーズンの周遊型

◇アイランドホッピング
	◇契約宿泊施設がない

◇包括レートが高い

◇沖縄に行きたい理由の「海」｢空」＝ブルーのイメージが湧かない
	◇島のホームページをメンテして、観光地等画像を一新してほしい

◇季節ごとの旬な話題の更新

	Ｂ社
	◇WEBで展開中
	通年の設定あり
	◇航空座席の予約が取りづらい

◇旅行会社への提供座席数が少ない

◇団体ツアーが組みづらい
	◇現地オプションメニューの充実

◇旅行プランに客の大半は１名参加（県庁関係者や農業関係者）

	Ｃ社
	◇出張の手配のみ
	計画なし
	◇一番の課題は足。生活路線のため座席供給数やレートに課題がある

◇釣りやダイビングなどのマリンスポーツの充実
	◇成功例や失敗例を実際に行って学ぶことで、南大東の魅力を再発見できる

	Ｄ社
	◇無し
	予定なし
	◇東京並の移動コスト
◇観光ガイドの手配
◇観光スポットのボリュームの充実性
	◇東島は一度はチャレンジしてみたい釣場だと良く聞く

◇内地みたいな風習もビジナーには新鮮

	Ｅ社
	◇無し
	個人向けプログラムを作りたい（座席数の関係で）
	◇観光協会がコーディネーターとなった家業体験プログラム（家業をしながらできる） 

◇航空運賃の値下げ、航空便の増席 

◇宿泊、民泊部屋数を増やす 
◇住民の観光への興味 

◇リゾート地とは異なるイメージのＰＲ
	◇南大東の観光に対して期待することと観光を通した中・長期計画をつくる
◇人、自然、歴史、文化と素晴らしい可能性を秘めているので、その活用方法を考える

	Ｆ社
	◇あり
	今年設定済の期間は1月～6月で進行
	◇クレーン吊り以外の目玉がなかなか発掘できない

◇毎年似通った内容になってしまう

◇島の人と触れ合える素材がほしい
	◇古民家などでの大東太鼓の実演
◇島の人と一緒に夕食を食べる機会
◇さとうきび狩りなど体験型の観光



	Ｇ社
	◇あり
	予定なし
	◇航空（船）便・運行状況（輸送旅客数・料金・チャーター便が可能か 等） 

◇悪天候時の対応 代替案が提案できるか（交通・宿泊等） 
	◇ オンリーワンの素材の発掘・創造 
◇大東島でしか見れ（やれ）ないもの（星野洞、地底湖、バリバリ岩、バードウォチング、深海魚フッシング等）の活用


■旅行業者へのヒアリング（総括）
	①ツアーの実施
	②ツアーの予定
	③ツアー実施の課題
	④南大東観光関係者への要望

	◇あり：4社

◇無し：2社

（内、出張手配のみ1社）
	◇あり：3社

◇無し：4社

（うち、作りたい1社）
	［航空機（足）］

◇飛行機の座席数が少ない 
→ 旅行会社に回らない

→ 団体ツアーが組めない

◇便数が少ない

◇チャーター便の可能性はあるか
◇ツアー代金が割高になる

［宿泊］

◇契約宿泊施設が少ない

◇悪天候時の対応 代替案が提案できるか（交通・宿泊等）
［イメージ］

◇沖縄に行きたい理由の「海」｢空」＝ブルーのイメージが湧かない

◇リゾート地とは異なるイメージのＰＲが必要

［体験］

◇観光協会がコーディネーターとなった家業体験プログラム（家業をしながらできる）の開発

◇釣りやダイビングなどのマリンスポーツの充実

◇島の人と触れ合える素材がほしい
◇観光スポットのボリュームの充実性
［その他］

◇住民の観光への興味がうすい
◇［民業圧迫にならないような配慮が必要］
	［情報発信］

◇島のホームページの一新

◇季節ごとの旬な話題の更新

［ツアー商品の開発］

◇旅行プランに客の大半は１名参加なので、それに対応した現地オプションメニューの充実

◇釣場としての魅力の再発掘

◇オンリーワンの素材の発掘・創造　
［体験プログラム］

◇古民家などでの大東太鼓の実演　
◇島の人と一緒に夕食を食べる機会
◇さとうきび狩りなど体験型の観光　
◇大東島でしか見れ（やれ）ないもの（星野洞、地底湖、バリバリ岩、バードウォチング、深海魚フッシング等）の活用→深海魚は400ｍ深のカマスの仲間
［先進地視察］

◇成功例や失敗例を実際に行って学ぶことで、南大東の魅力を再発見できる




注）ゴシック青字は、原本にない補足意見。

６．重点施策の補足資料
（１）総合戦略策定の基本的視点






（２）シュガートレインの復活

＜概算事業費＞


＜維持管理費＞


＜収入予測＞


＜費用便益分析＞


（３）地産地消（野菜生産）の推進
■作付カレンダーの例

	作物
	１月
	２月
	３月
	４月
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	10月
	11月
	12月

	ピーマン
	
	
	苗植
	
	
	苗植
	
	
	
	
	
	

	トマト
	
	
	
	
	苗植
	
	
	
	
	
	
	

	ジャガイモ
	
	苗植
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	イモ
	
	
	
	
	苗植
	
	
	
	
	
	
	

	キャベツ
	
	
	苗植
	
	
	
	
	
	
	
	
	


■病気対策

　http://kateisaiennkotu.com/yasianobyouki/index.html
■害虫対策
　http://kateisaiennkotu.com/gaityuu/index.html
■農林水産物の地産地消の推進






■OKINAWA型産業応援ファンド事業
＜事業の概要＞
OKINAWA型産業応援ファンド事業は、本県の亜熱帯気候、固有の歴史文化といった様々な地域資源を活用した事業を推進することにより、優位性のある事業の芽だしを支援するとともに、沖縄の強みを活かした「OKINAWA型産業（健康・バイオ・観光・環境分野等）」を重点にした県内中小企業の事業化促進を支援することを目的としています。

「地域資源活用支援事業」は、県内の中小企業者、団体等が行う地域資源を活用した事業の掘り起こし（芽出し段階）を対象に、助成金及びハンズオン支援が受けられる事業です。

「新商品開発等支援事業」は、県内中小企業が既存の研究開発成果等を活用した新商品・新サービス（重点戦略産業である健康・バイオ、観光・環境分野等に限る）の開発を対象に、助成金及びハンズオン支援が受けられる事業です。

「売れる化支援事業」は、売上拡大を目的に、商品・サービスの特徴や強みを活かした上で商品・サービスの販路開拓、ブラッシュアップ等を支援する事業です。自社で企画・開発し営業及び販促活動を行うものの、売上増加に直結していない、県内の中小企業者等の既存の商品・サービスを対象に、助成金及びハンズオン支援が受けられる事業です。

＜事業の仕組み＞

＜支援 の内容 の内容＞
◇助成率及び限度額

① 地域資源活用支援　　事業費の 8/10以内 （上限 500 万円／件）

② 新商品開発等支援　　事業費の 3/4以内  （上限 1,000万円／件）

③ 売れる化支援事業　　事業費の 8/10以内 （上限 300 万円／件）

◇専門コーディネータの配置

採択された事業計画を共に推進する専門コーディネータを配置します。

◇助成期間

助成期間は、1年間です。（平成28年度の採択事業者については、年度の採択事業者については、平成28年4月から平成29年2月までを予定しています。）

ただし、「地域資源活用支援事業 」及び「新商品開発等支援事業」については、 原則とし て単年度ですが、最長 2年の支援（助成期間継続）が可能です。なお、継続については年度ごとに成果を検証し、継続するか否かを判断します。（継続審査会で判定を行います。）
（３）新たに開発する特産品
①「古布」風の衣類やカーテン類
日本三大古布の中から、県産品である芭蕉布の作り方を以下に示します。

	工　　程
	写　真

	■糸芭蕉を育てる。

 ◇芭蕉布が成長するのにおよそ3年。

 ◇年に3・4回、繊維を柔らかくするために葉と芯を切り落とし茎の芯が一定になるように育てます。
	


	■苧剥ぎ（ウーハギ）　※糸芭蕉の繊維＝苧（ウー）

 ◇秋から冬にかけて行われる糸芭蕉の収穫。

 ◇成熟し根元がぐらぐらする木を選び、 一本一本丁寧に口割り（くちわい）という作業を行います。

 ◇口割り（くちわい）とは、玉ねぎのように皮が重なり合っている茎を一枚一枚剥いでいき表の柔らかい部分だけを使用するため、表の皮だけを剥いでいく作業です。

 ◇芯に向かって柔らかくなっていく特性を利用し外側から、テーブルセンターなどに使うウヮーハー、帯などに使うナハウー、着物に使うナハグー染色用に用いるキヤギに分けていきます。
	

	■苧炊き（ウーダキ）

 ◇収穫した苧を種類ごとに分け、木の灰で作った木灰汁で炊きます。

◇アルカリ性の木灰汁で炊くことで繊維を柔らかくしていくのですがアルカリ性が強すぎると繊維が切れてしまい、逆に弱すぎると煮えないので、熟練の職人でも非常に難しい作業の一つです。
	

	■苧引き（ウービキ）

 ◇柔らかくなった苧をエービといわれる竹ばさみでしごくと艶やかな繊維が現れます。

 ◇柔らかいものは緯糸に、堅いものは色の付いたものは縦糸に繊維を選り分けていきます。

◇そして、選り分けられた糸を乾くまで風の当たらない日陰で干しておきます。
	

	■苧うみ（ウーウミ）

 ◇乾いた繊維を親指に巻き付けながら丸め「チング」を作ります。

 ◇芭蕉布で一番時間と技を必要とする作業が苧うみです。

◇あらかじめ水につけて湿らせた繊維（チング）を根元の部分から細く裂いていき糸状にしていきます。

◇そして結び目を小さく目立たないようにして、 色も細さも変わらない均一の一本の長い糸にしていきます。
	

	■図案づくり

◇必要な絣や寸法をあらかじめ計算し図案を描いていきます。

 ◇描き出される文様は身近な自然や生活の中から生み出され現在では数百種類もあるとのことです。

	

	■撚り掛けと整経（せいけい）

 ◇湿気を与えながら糸に撚りをかけていく撚り掛け。

 ◇縦糸と横糸の毛羽立ちを防ぎ糸を強くするために行われます。

◇そして、出来上がった糸を糸の配列にしたがって必要な本数と長さを揃えていく整経作業（経糸づくり）に移ります。
	

	■絣糸の組み合わせと絣結び

◇染色用の糸は、染める前に木灰汁で再度煮ることで柔らかく染めやすくしていきます。

◇そして、染める部分を予めずらして固定し まっすぐにひっぱり直し、染めない部分を ウバサガラ（芭蕉の皮を乾かしたもの）とビニール紐を巻き丁寧に結んでいきます。
	

	■染色

 ◇染色は糸の一本一本にしみ込むように丹念に行われます。

 ◇喜如嘉の芭蕉布に使用している主な染料は想思樹と琉球藍という天然の染料を用いることが多いそうです。

◇そして、藍の色を出すための発酵環境を一定に保ちながら必要に応じて水あめと木灰汁と泡盛を入れながら藍の発酵を促します。
	

	■織る前の準備

 ◇必要な糸が揃ったら縦絣と地糸を組み合わせ「おさ」に一旦通す仮おさ通しを行い、 端の方をマチャと呼ばれる棒に巻き付け糸の並びがずれないように巻き取ります。

◇その後、そうこう通し・おさ通しを経て織りの準備が整います。
	

	■織り

◇芭蕉の糸は乾燥すると切れやすくなるので梅雨時期か絶えず湿気を与えられる環境で一つ一つの絣を丁寧に織り上げていきます。
	

	■仕上げから完成まで

◇喜如嘉の芭蕉布は織りあがった生地を強くしなやかにするため「洗濯」という工程を行います。

 ◇織りあがった反物を水洗いし、木灰汁で煮て再度良く水洗いして乾かした後 米粥を発酵させてつくったユナジ液に浸します。

 ◇切れやすい糸から生まれる芭蕉布ですが仕上げの洗濯を行うことで、強くしなやかな布に生まれ変わります。
	


②　ハロウィン用の装飾カボチャ



③　地底湖での魚の養殖

地底湖という言葉の響きから、古代魚のチョウザメとの組み合わせは、人を惹きつけるものがあります。
■チヨウザメとは

チョウザメ目（チョウザメもく、英: Acipenseriformes）は、硬骨魚類の分類群の一つ。約2億5千万年前の三畳紀には既に出現していたことが知られ、条鰭魚類の中でも原始的な一群であり、いわゆる古代魚とされる分類群の1つである。2科6属で構成され、高級食材キャビアの原料として漁獲されるチョウザメなど、淡水魚あるいは遡河性の魚類27種を含む。


■飼育環境

＜水温＞
冬季の保温（ヒーター）は必要なく、4℃～27℃くらいまで適応します。適温は20℃前後です。夏季に28℃を超える場合は、水槽用クーラーが必要です。

＜水質＞
淡水または淡水と海水が入り混じった汽水。種によって異なります。

■宮崎はキャビア生産日本一　手探りで養殖、金の卵に

国内では茨城県や岐阜県、愛知県などでもチョウザメを養殖しているが、官民一体で本格的にキャビア生産に取り組んでいるのは宮崎県だけだ。宮崎県がチョウザメ養殖を始めたのは1983年。旧ソ連との漁業技術協力の一環でチョウザメの日本移入が決まり、水産試験場小林分場（現・内水面支場）で200匹を引き受けた。

だが国内では前例がないだけにエサや飼育環境といった基本的なことも分からない。海外の文献を読みあさるなど「すべてが手探りだった」（稲野氏）。群れで管理する他の魚と違い、個体によって産卵タイミングが違うチョウザメは１匹ずつタグを付けて管理する。徹夜で様子を観察することもあったという。

91年、ようやく人工授精に成功。だが、ふ化率は数％にすぎず、商業利用はほど遠い。試験場ではふ化率向上とキャビア製造技術の確立に向けて研究を続ける一方、職員らは手掛かりを求めて欧米の企業や大学、研究機関に出かけた。

「企業秘密」として詳細な情報を公開しない相手も多かった。それでもふ化率向上には水温、キャビア製造には熟成がカギになることが分かった。前内水面支場長で県水産政策課の毛良明夫氏は「試行錯誤の連続だったが、多くの方々の支援でキャビアの製造技術を開発できた」と振り返る。

2004年には「稚魚→親魚→稚魚」の完全養殖に成功。県はチョウザメ養殖とキャビア製造の普及に向けて参入事業者を募集し、技術やノウハウを無償で提供した。

11年に稚魚の大量生産に成功したのを機に参入が加速。淡水魚の養殖業者のほか、建設業や農業など異業種の事業者も多かった。稚魚から育ててキャビアが採れるまでに最短でも７年ほどかかるため、経営多角化の一環で取り組むケースが大半だ。

県の技術指導を受けた11業者は13年４月、宮崎キャビア事業協同組合（宮崎市）を設立。同年11月、初の商品「宮崎キャビア1983」を東京の百貨店で発売した。研究開始から30年かけて念願のデビューだ。

宮崎キャビアは現在、宮崎、東京、大阪、福岡の百貨店と、同組合のオンラインショップで販売している。価格は12グラム入り6500円（税別）から。輸入キャビアに多い、長期保存のための高塩分処理や防腐剤添加をせず、キャビア本来のうまみを出すために熟成させる。坂元基雄事務局長は「とろけるような食感と濃厚でクリーミーな味わいは宮崎産だけ。どこにも負けません」と胸を張る。

初年度の生産量はわずか15キロだったが、２年目に60キロ、３年目の今年は200キロと着実に増加。同組合は16業者に増えており、19年度には２トン程度を見込む。キャビアを使ったクッキーやチョコレート、せっけんなどの関連製品も開発・販売している。

宮崎県は今年、宮崎キャビアをふるさと納税の返礼品にした。河野俊嗣知事は宮崎キャビアの写真入り名刺を県内外で配りアピールに余念がない。宮崎牛や焼酎、マンゴーに並ぶ新たな特産品になりつつある。

■じつは身がおいしいチョウザメ

チョウザメはキャビアが有名ですが、実はその身は臭みがなくとてもおいしいといいます。

○チョウザメがほかの魚と違うところは？
一番の特徴は、肉に臭みのないことです。お造りにしてもカルパッチョにしても魚の臭みがなく食べやすいと思います。もう一つは、あごに骨が少しあるくらいであとの骨はほぼ軟骨で食べることができます。だから、から揚げ料理にも良くあいます。

○ほかにおすすめ料理は？
これからの季節は鍋料理ですね。コラーゲンたっぷりの鍋は特に女性にお勧めです


④　深海魚（クロシビカマス）等の利用価値の検討

八丈島と縁の深い南大東、くさやなどの海産物の新製品を開発することは、マーケティング上きわめて有利です。
これまで捨ててきたような、一見利用価値のないと思われている魚介の中から、「金になる」ものを探すことが重要であり、総合戦略の目指すところでもあります。

意見を聞いた上で、第４回委員会に具体化してもいい。
■くさやとは
くさやは、伊豆諸島伝承の味です。くさやの起源は、江戸時代、塩年貢が課されていた伊豆諸島北部の地域と言われています。当時、塩は貴重品であったため、干物を作る際に同じ塩水を繰り返し使用するうち、魚体の成分が蓄積し、微生物の作用で塩水が発酵したことにより、独特の風味と臭いを持つ『くさや液』ができたと言われています。

■くさや液
豊富な水資源を有する八丈島の高温多湿の気候・風土によって、八丈島独特のくさや液は生まれ、育まれてきました。
八丈島のくさや液の成分は、伊豆諸島の他の島々に比べ、塩分、灰分がそれぞれ約10％と高く、水分がくさや液全体の85％と少ないのが特徴です。

くさやのうま味は、微生物の乳酸発酵作用によるアミノ酸の生成にるものです。また、独特の風味は、これらの好気性細菌と、臭いの原因である嫌気性細菌との微妙なバランスの上に出来上がったものであると考えられています。
■くさやの栄養と伝統技法

通常のあじの開きに比べ、くさやにすることにより栄養価が高い値となることが実証されています（下表参照）。特にカルシウムは890mgとアジの開きの約25倍高くなっています。カルシウム等の灰分組成が高い理由として、くさや液内の灰分が第一に考えられますが、くさや液についてはまだまだ不明な点が多く、伝統技法の奥深さに感嘆せざるを得ません。

興味深い話の一つに「くさや液の休息」があります。くさや液を連続して使用すると良質のくさやができません。これは連続して使用することにより、優性菌株が減少するために起こる現象ですが、微生物の存在すら知らなかった時代から引き継がれてきた、伝承による技法には驚かされます。
⑥　スクワラン製造の可能性

南大東島の近海ではアイザメが獲れますが、利用されずに捨てられていると聞きます。スクワラン製造などは先行している業者はありますが、天日干しにこだわるなど何かひと手間を掛けることで付加価値が付き、差別化が可能になります。

■スクワランとは

スクワランは、もともと肌の中にあるうるおい物質。汗や水分と混じり合い、天然のクリームともいわれる皮脂膜となって 乾燥や紫外線から肌を守っています。しかし、肌のスクワランは20〜30代を境に激減。うるおいが不足すると小ジワや乾燥などの肌トラブルの原因になってしまいます。

■スクワレンからスクワランをつくる

スクワランとは、哺乳類や植物などに含まれている「スクワレン」という成分に水素添加を行い、安定性を高めた成分（酸化されにくくした成分）になります。主に使用される原料は、深海鮫の肝油です。
■アイザメの肝油

深海鮫とは、水面下約300m～1000mの深海層に生息している鮫のことで、代表的なものに「アイザメ」「ヘラツノザメ」「ユメザメ」などがあります。スクワランの原料となっているのは主に「アイザメ」です。

　　アイザメは、世界の温暖海域の水深1000m～1400mに生息しています。きわめて酸素量が少なく高水圧下の深海に生息するにもかかわらず、アイザメには浮き袋がありません。そこで、肝臓に脂質をたっぷりと蓄え、酸素供給や浮力に代わる役割を果たしていると言われています。

このような役割もあってか、アイザメの内臓は身体全体の3分の1を占めており、その約7割が肝臓となっています。この肝臓の約8割は脂質部分（肝油）であり、この中にスクワレンが豊富に含まれているため、スクワランの原料に深海鮫が多く用いられるというわけです。
⑥　ふるさと納税の返礼品

■ふるさと納税の創設

現在、村ではふるさと納税を実施しており、納税額の約10％に相当する特産品を返礼品として宅配しています。

■返礼品のメニュー

ここでは、返礼品としていますが、アンケートを添付するなどしてモニターとして利用し、その評判によって、一般的な販売へむすびつけることが重要です。

	メニュー
	内容
	価格
	客層

	ドンと、お任せ
	売れ残りが中心だが、顧客の性別、年齢、関心等から、これはという一品を付ける。
	
	全般

	南大東おなかいっぱい
	大東ずし、大東ようかん、大東そば、ラム酒、パンプキンケーキ、シージャーキー、パパイヤの漬物など
	
	グルメ

	美人専科
	スクワラン化粧品、ソーカかごなど
	
	中高年女性

	チャレンジ・チャレンジ
	くさや、チョウザメのカルパッチョ、シージャーキー、やしの塩辛など
	
	中年男性

	島まるごと
	上記の中から、10品ほどを盛り合わせる。
	
	リピーター

	旅行券
	南大東までの航空券、宿泊券、シュガートレイン乗り放題券、観光体験無料券など
	
	高額納税者







（４）観光メニューの開発














（５）学習支援の先進事例
■宜野座村の事例

宜野座村では、宜野座中学校と県立宜野座高校の生徒を対象にした村営学習塾「２１世紀みらい」に関して、学習塾を経営する「アイ・ラーニング」（浦添市、加納滋徳社長）の傘下法人で学力向上支援を行う「教育振興会」に授業管理を委託している。

村内には民間の学習塾がなく、村営学習塾は2010年度に始まった。授業料は無料で、村の予算で運営している。06年度に発足した「宜野座高校進学支援センター」が前身である。

開塾以来、宜野座高校の国公立大学合格者は例年約2人から約5人まで増加した。定員は中１から高３まで各原則15人の計90人。例年は志願者が中高合わせて70～80人で推移していたが、2015年度は109人が志願したため、面接などを経て入塾生を選考した。
■伊是名村の事例
伊是名村では、伊是名小学校・伊是名中学校・伊是名村教育委員会で勤務する「特別支援教育支援員・村営塾講師」(兼務)を募集した。

［資格要件］

・原則、小・中・高いずれかの教員免許を有する者、もしくは塾等で小中高校生を指導した経験を有する者

・学校長の管理指導の下、教職員と連携し特別支援教育支援員としての業務と、教育委員会の管理指導の下、中学生の学習指導業務を兼務できる者

［勤務時間］

・月曜～金曜まで

・08:15～13:15　特別支援教育支援員として勤務

・18:30～21:30　村営塾講師として勤務

｛報酬｝

・特別支援教育支援員として、時給867円を支給

・塾講師として、時給2,770円を支給

・月額約23万円（社会保険料等を含む）となる
［募集人員］

・3名
（６）農家民泊
■農林漁業者の定義

◇農業者

当該市町村に住所を有する者で、経営耕作面積(借地面積を含む)10a以上を耕作している世帯、又は、過去一年間における農畜産物の販売金額が15万円以上あった世帯において農業に従事するもの。

※経営面積の確認については、所在する市町村や農業委員会等の公的機関による耕作証明等の証明書類が発行できるもの。農畜産物の販売金額は、納税申告所や申告者控え等でその金額が確認できるもの又は農協の販売実績や領収書等で農畜産物の販売金額が確認できる場合とする。

◇林業者

当該市町村に住所を有する者で、1ha以上の山林を所有(共同保有地の持分面積も含む)、借入等により保有し、森林施業を行う権原を有するもの。

※所有する林地面積の確認については、所在する市町村の固定資産台帳等で、その所有面積が確認できることとする。

◇漁業者

当該市町村に住所を有する者で、当該市町村内の漁業協同組合の組合員資格を有するもの。

※漁業者の確認については、当該市町村に所在する漁業協同組合の正組合員又は准組合員であることが確認できることとする。

■農家民宿に対する規制緩和措置

農家民宿を開業するためには、下表のような関連法令に準拠する必要があります。

	適用法
	緩和後

	旅館業法
	農林漁業者が農林漁業体験民宿業を営む場合、客室延床面積が33㎡未満でも営業許可を得ることが可能となった。

	旅行業法 
	農家民宿自らが、運送・宿泊サービスに農業体験を付加して販売・広告することは、旅行業法に抵触しないことが明確化された。

	農山漁村余暇法 
	宿泊施設（一般の民宿・旅館など）が、地域の農林漁業者と連携して農林漁業体験サービスを提供する場合も農林漁業体験民宿として登録することが可能となった。

	食品衛生法 


	既存の家屋で農家民宿を行う場合には、一回に提供する食事数や講習会の受講等により施設基準の緩和が可能であることから、都道府県等に対し条例の改正の検討や弾力的な運用について要請されている。

	道路運送法
	農家民宿が、宿泊サービスの一環として行う送迎輸送は原則として許可対象外であり、道路運送法上の問題はないことが明確化された 

※ただし、送迎に係る料金を徴収したり、送迎を利用する客と利用しない客との間に宿泊料金に差を付けたりする場合は、道路運送法の営業許可の対象になる。

	消防法
	住宅に使われていた家屋で農林漁業体験民宿業をする場合、地元の消防長又は消防署長の判断により、誘導灯、誘導標識、消防機関へ通報する火災報知設備の設置を省略することが可能となった。

	建築基準法 


	住宅の一部を農家民宿として利用し、小規模（客室延床面積33㎡未満）で避難上支障がないと認められれば、建築基準法上「旅館」に該当しないものとして取り扱われる。

	農地法 


	農業生産法人が特区内において実施する農作業体験施設の設置・運営や農林漁業体験民宿業が農業関連事業に追加された。

	酒税法 


	農家民宿等を営む農業者が、自ら生産した農産物を主原料として濁酒を製造する場合には、酒類製造免許にあたって、最低製造数量基準（6 kL）を適用しない。


■最低限の確認事項

事業を行うにあたって、最低限、以下の項目を確認する必要があります。


■農家民泊開業のフロー



















■簡易宿所開業に必要な手続き

	区分
	関係法令
	手続きする項目
	所管

	場所
	都市計画法
	□農家民宿の建物が立地できる区域であるか どうかの確認が必要
	土木課

	
	農振法（農業振興地域の整備に関する法律）
	□農用地区域内では建物の新築などの開発行為が制限される。
	産業課

	
	農地法
	□農地を転用する場合は、転用許可が必要 
	産業課

	
	自然公園法 
	□自然公園地域内では、工作物の新築・改築等には許可または届出が必要
	福祉民生課

	
	国土利用計画法、
森林法、景観法、
その他
	□開業する場所によっては、制限を受けることがある。
	土木課

	建物
	建築基準法
	□住宅の一部を農家民宿に用途変更する場合、規模によって建築確認が必要
□建物を増築等する場合は、建築確認が必要
	土木課

	
	消防法
	□消防法令の適合通知の交付等が必要 
	総務課

	
	下水道法
	□下水道と接続する場合、届出が必要
	企業課

	
	浄化槽法、
水質汚濁防止法
	□合併浄化槽の新設や厨房施設・入浴施設などからの排水について、届出が必要
	県（南部福祉保健所）環境保全班

	施設
･
設備
	旅館業法
	□旅館業営業許可が必要 
	県（南部福祉保健所）生活衛生班

	
	食品衛生法
【平成23年6月施行】 
	□食事を提供する場合には、飲食店営業の許可が必要
	


※　南大東村の代表は、「09802-2-2001（代）」

※　沖縄県の代表は、「098-866-2333（代）」
■今後の課題

○欠航が生じた場合の対応

・那覇市内の農家民泊関係者との協力関係の構築

○体制づくり

・村役場（行政）との関わり

・農協、漁協、地域住民との関わり

・旅行代理店等との関わり

・地元の宿泊関連業者等との住み分け
○他の先進事例に学ぶ

・同じような条件の離島への視察

■沖縄修学旅行の推移

沖縄県への修学旅行の推移をみると、平成18年までは増加傾向にあったが、その後は微増減を繰り返しながらほぼ横ばいで推移している。平成23 年は東日本大震災による旅行先の振替の影響もあり、校数、人数ともに過去最高となったが、平成24 年は一昨年の水準に戻った。平成23 年を除くと、平成17 年からは2,500 校前後で、生徒数は40～45 万人で推移している（平成26年は見込み）。

一方、宿泊施設数は平成に入ってから増加基調にあり、特に平成16年以降は堅調に増加している。ただし、平成24年から25年にかけては伸びがやや鈍化した。修学旅行生がよく利用する民宿等に限ってみても、軒数、収容可能人員ともに増え続けている。

この10年間は修学旅行生の数がほぼ横ばいで推移しているにもかかわらず、民宿をはじめとする宿泊施設の数は増え続けている。限られた修学旅行生の中から、宿泊客を確保するためには、ニーズの的確な把握と、地域の特色ある魅力的な民宿づくりが求められる。


資料：いずれも、「平成25年版観光要覧」

７．沖縄県人口増加計画に係る事業
■「沖縄県人口増加計画」より抜粋（No.はオリジナルの番号）
	No.
	予算事業名
	概要
	事業

主体
	所管部
	所管課

	1
	地域少子化対策事業
	地域少子化対策強化交付金を活用し、地域の実情に応じた結婚・妊娠・出産・育児の「切れ目ない支援」を行うための計画を策定し、関連事業を実施する。
	県
	子ども生活
福祉部
	青少年・子ども家庭課

	24
	母子家庭等医療費助成事業
	母子家庭や父子家庭等に対し、生活の安定と自立を支援するため、医療費の一部を助成する。
	市町村
	子ども生活
福祉部
	青少年・子ども家庭課

	28
	沖縄県ひとり親家庭認可外保育施設利用料補助事業
	認可保育所に空きがない等の理由により子どもを認可外保育施設へ入所させているひとり親家庭に対し、認可外保育施設がその利用料の全部又は一部を減免した場合において、当該施設へそのひとり親家庭の利用料減免相当額を補助する。
	市町村
	子ども生活
福祉部
	青少年・子ども家庭課

	31
	子育て総合支援モデル事業
	貧困の連鎖の防止を図るため、子どもに対する学習支援を行うと共に、親に対する就労支援や養育支援等を実施する｡
	市町村
	子ども生活
福祉部
	青少年・子ども家庭課

	32
	こども医療費助成事業
	貧困の連鎖の防止を図るため、子どもに対する学習支援を行うと共に、親に対する就労支援や養育支援等を実施する。
	市町村
	子ども生活
福祉部
	青少年・子ども家庭課

	41
	地域居住機能再生推進事業費
	団地建替、団地余剰地を活用した地域活性化、地域の防災機能の向上等、地域居住機能の再生を図ることを目的とした「地域居住機能再生推進事業」を実施する。
	県
	土木建築部
	住宅課

	52
	健康増進事業等推進事業費
	健康増進法第１７条第１項又は第１９条の２に基づき市町村が実施する健康増進事業に対し補助を行う。
	市町村
	保健医療部
	健康長寿課

	56
	長寿復活健康づくり事業
	沖縄県の長寿復活に向けて、市町村や地域を巻き込んだ県民全体での健康づくりに取り組むため、普及啓発、次世代への健康教育、市町村の行う健康づくり事業への助成など総合的な健康づくりを推進する。
	県

市町村
	保健医療部
	健康長寿課

	74
	バス路線補助事業
	利用者が少なく運賃収入だけでは路線維持が困難な赤字路線に対し欠損額を補助し、地域住民の日常生活に必要な足を確保する。
	県
	企画部
	交通政策課

	76
	老人福祉施設整備事業費
	特別養護老人ホーム等の老人福祉施設の新築、改築等の整備に要する費用の一部を補助する。
	民間
	子ども生活
福祉部
	高齢者福祉
介護課

	80
	在宅老人福祉対策事業費
	在宅高齢者の地域での暮らしを支えるために、市町村の実施する老人クラブ事業への支援、介護サービスを提供する人材の資質向上を図る。
	民間
	子ども生活
福祉部
	高齢者福祉
介護課

	81
	社会参加促進事業
	明るい長寿社会の実現に向けて、高齢者がこれまで培った豊かな経験と知識、技能を発揮し、生涯を健康でかつ生きがいを持って社会活動ができる基盤作りを進める。
	民間
	子ども生活
福祉部
	高齢者福祉
介護課

	84
	地域支え合い体制づくり事業
	自治体、住民組織、ＮＰＯ、福祉サービス事業者等との協働により、見守り活動チーム等の人材育成、地域資源を活用したネットワークの整備、先進的・パイロット的事業の立ち上げ支援など、日常的な支え合い活動の体制づくりの立ち上げに対する助成を行う。
	民間
	子ども生活
福祉部
	高齢者福祉
介護課

	86
	国民健康保険特定健診等負担金事業
	国民健康保険法第72条の5の規定に基づき、市町村の特定健康診査及び特定保健指導の実施に要する費用の3分の1に相当する額を負担する。
	市町村
	保健医療部
	国民健康保
険課

	87
	国民健康保険負担金（補助金）等事業費（沖縄県国民健康保険特別調整交付金
（保健事業））
	　特定健診受診率の向上、生活習慣病の発症・重症化予防、地域の特性に応じた健康づくり事業など、市町村国保の被保険者の健康の保持増進を図るための取組を支援する。
	市町村
	保健医療部
	国民健康保
険課

	93
	沖縄県新規就農一貫支援事業
	農業担い手の育成･確保のため、中長期的な一貫支援システムの構築を図る。
	県
市町村
民間
	農林水産部
	営農支援課

	94
	青年就農給付金事業
	青年就農希望者に対し、就農前の研修期間及び就農直後の所得を確保するための給付金を給付する。
	県
	農林水産部
	営農支援課

	95
	就農サポート事業
	将来農業を希望する一般県民及び農林高校の生徒等の農業未経験者を対象とし、相談から就農までの道筋をサポートした取り組みを行う。
	県
	農林水産部
	営農支援課

	96
	経営体育成支援事業
	担い手の育成・確保を図るため、中心経営体等が融資を受け農業用機械等を導入する際、融資残について補助金を交付し経営展開を支援する。
	県
市町村
	農林水産部
	農政経済課

	97
	農地中間管理機構事業
	「農地中間管理機構」を活用した農地の出し手対策及び受け手対策の実施により、担い手への農地集積を推進する。
	県
市町村
機構
	農林水産部
	農政経済課

	98
	６次産業化支援事業
	地域の創意工夫を生かした６次産業化の取組を推進するため、農林漁業者の相談・支援窓口となるサポートセンター及びプランナーを配置するとともに、認定事業者等の事業展開を図るため新商品開発・販路拡大、農林水産物の加工・販売施設等の整備に対し支援する。
	県
市町村
民間
	農林水産部
	流通・加工
推進課

	99
	おきなわ型6次産業化総合支援事業
	沖縄県の気候的特徴や地域資源を活かした６次産業化を推進するため、戦略的な商品開発と販売開拓を実施し、農山漁村の活性化を図る。
	県
	農林水産部
	流通・加工
推進課

	100
	わったー島ヤサイ産地力強化事業
	県内で伝統的に食されてきた「島ヤサイ」の産地強化を推進するため、安定生産技術の現地実証とその効果を普及啓発し、販売促進活動等により島ヤサイの消費拡大を図る。
	県
市町村
民間
	農林水産部
	園芸振興課

	101
	力強いモズク産業確立のためのプロモーション事業（地方創生先行型交付金）
	モズクは沖縄県が全国生産量の99％以上を占める重要品目であり、加工業などの周辺産業とともに、地域経済を支えている。しかし、その消費は全国的に頭打ちとなっていることから、モズクに含まれる機能性成分や新しい食べ方についての情報発信をすることにより、モズクの高付加価値化と需要の底上げを図り、加工業等の関連産業も含めた地域経済の発展と雇用創出を実現する。
【本事業における重要業績評価指標（KPI）①広告媒体を活用したPR実施数：１企画

②PRイベントの実施数：１企画】
	県
	農林水産部
	水産課

	102
	海藻成分の保健的価値向上による新商品開発
	オキナワモズクに含有している機能性成分について、ヒトの健康維持や疾病に対する予防効果を医学的根拠に基づき明らかにする。さらにデータを基に、プロモーションを行い、付加価値の高い市場を創出していく。
	民間
	農林水産部
	水産課

	103
	多面的機能支払交付金事業
	食糧の安定供給や農村の振興、農業・農村の持つ多面的機能の健全な発揮を図るため、地域共同活動に対し支援する。
	地域協議会
	農林水産部
	村づくり計
画課

	155
	夢・実現学力向上研究事業
	児童生徒の学力の定着を図るため、個々の児童生徒の習熟度に応じた学習支援を、市町村への委託により実施する。
	県
	教育庁
	義務教育課

	159
	学校・家庭・地域の連携協力推進事業
	学校、家庭及び地域住民等が協力し、学校支援や家庭教育支援、放課後子ども教室を行うなど、地域全体で教育に取り組む体制づくりを推進する。
	県

市町村
	教育庁
	生涯学習振
興課

	161
	沖縄振興公共投資交付金（住宅課市町村事業）
	市町村が実施する公営住宅の建設事業や改善事業、その他の住宅施策を実施する。
	市町村
	土木建築部
	住宅課

	163
	移住定住促進事業（地方創生先行型交付金）
	「地方への新しいひとの流れをつくる」ため、市町村による移住取組の機運醸成を図るとともに、移住希望者の動向等を踏まえて、本県に移住を検討している者の自主・自立した移住活動が円滑に行えるような環境づくりを行う。

【本事業における重要業績評価指標（KPI）①移住相談件数：50件
②セミナー参加市町村数：10市町村

③体験ツアー参加者数：20人】
	県
	企画部
	地域・離島
課

	170
	環境共生型観光推進事業
	保全利用協定が締結される地域に対し、市町村が行う自然環境等の保全に配慮した観光地づくりへの取組みを支援することで環境共生型観光の推進を図る。
	市町村
	文化観光スポーツ部
	観光振興課

	175
	観光誘致対策事業
	国内外での誘客プロモーション及び観光関連業界・団体とのタイアップ事業等の支援を行う。
	県
	文化観光スポーツ部
	観光振興課

	177
	クルーズ船プロモーション事業
	クルーズ船の寄港を拡大するため、展示会出展や船社への営業活動、情報発信等のプロモーションを実施するとともに、受入体制の強化を推進する。
	県
	文化観光スポーツ部
	観光振興課

	180
	戦略的課題解決型観光商品等支援事業
	国内外の観光誘客の拡大を図るため、沖縄の観光資源を活用した観光商品（高付加価値型観光）の開発への取組を支援する経費
	県
	文化観光スポーツ部
	観光振興課

	183
	多言語観光案内サイン整備事業
	沖縄県全域の主要観光施設等を対象に、多言語観光案内サインの統一的な整備を行う。
	市町村
	文化観光スポーツ部
	観光振興課

	192
	エコツーリズム推進プラットフォーム事業
	県全体のエコツーリズム推進体制の構築、意識啓発を目的とする研究会、認定制度の基礎調査などを行う。
	県
	文化観光スポーツ部
	観光振興課

	193
	グリーン・ツーリズム推進体制強化促進事業
	県内のグリーン・ツーリズムの情報の一元化に向け、関係機関と連携した推進体制の整備及び一元化された情報を県内外へ発信する環境の整備を行うことで、県内グリーン・ツーリズムのワンストップサービスを目指す。
また、「沖縄、ふるさと百選」の認定を、引き続き実施していくことで、農山漁村地域における意識醸成及び活性化を図る。
	県
	農林水産部
	村づくり計
画課

	194
	農林水産業活性化推進拠点整備事業
	農山漁村地域における着地型都市農村交流の需要に対応するため、広域の推進拠点体制を構築し、人材育成、実証等を実施する。
	県
	農林水産部
	村づくり計
画課

	195
	ふるさと農村活性化基金事業費
	農山漁村への理解を深める普及・啓発活動や、地域リーダーの育成につながる活動を支援し、農山漁村地域の活性化を図る。
	県
	農林水産部
	村づくり計
画課

	196
	海外研修生受入による農業農村活性化事業
	アジア・太平洋地域等の国から研修生を受入、農村地域へ派遣し、農業分野の技能実習を行い、農村地域の活性化を図る。
	県

民間
	農林水産部
	営農支援課

	197
	文化観光戦略推進事業
	沖縄の特色ある文化･芸能等を観光資源として活用した観光振興の取組を促進する。
	県
	文化観光スポーツ部
	文化振興課

	198
	観光施設等の総合的エコ化促進事業
	観光関連事業者が行う省エネルギー等の環境対策への補助を実施する。
	県
	環境部
	環境政策課

	209
	離島ＩＣＴ実証・促進事業
	離島地域で各分野におけるＩＣＴの利活用促進を図るための利活用調査を実施し、実証事業を行う。また、調査及び実証実験の結果や検討委員会の提言等を踏まえ、離島地域におけるＩＣＴの利活用促進を図るためのシンポジウムを開催する。
	県・市
町村・
民間
	企画部
	地域・離島
課

	210
	水道広域化推進事業
	離島の定住条件の整備に資する水道サービスの地域間格差是正のため、水道広域化の早期実現に向けた調査等を実施する。
	県、市
町村
	保健医療部
	生活衛生課

	211
	農業集落排水事業
	農業集落におけるし尿、生活排水等の汚水等を処理する施設を整備する
	市町村
	農林水産部
	農地農村整
備課

	212
	離島児童・生徒支援センター(仮称)整備事業
	高校のない離島出身者の経済的負担の軽減を図るため､「離島児童･生徒支援センター(仮称)」の整備を行う。
	県
	教育庁
	教育支援課

	213
	離島高校生修学支援事業
	市町村が行う離島高校生の通学費や居住費等に要する経費について、1/4を支援する。（国が1/2を支援）
	県
	教育庁
	教育支援課

	217
	沖縄離島住民等交通コスト負担軽減事業
	離島の定住条件の整備を図るため、割高な船賃及び航空賃を低減するための一部負担を行い、離島住民等の交通コストの負担を軽減する。
	県
	企画部
	交通政策課

	218
	離島空路確保対策事業費
	離島航空路線の確保・維持を図るため、離島航空路線の運航により生じた路線収支の損失額に対する補助並びに航空機購入費用の補助を行う。
	県
	企画部
	交通政策課

	219
	離島航路補助事業費
	離島航路の確保・維持を図り、離島住民の生活の安定、産業の発展等に資するため、離島航路事業により生じた欠損額に対して補助を行う。
	県
	企画部
	交通政策課

	223
	離島生活コスト低減事業（地方創生先行型交付金）
	離島における割高な生活コストを軽減し、離島の定住条件の整備を図るため、沖縄本島から小規模離島を中心とする県内の有人離島へ輸送される生活必需品等の輸送軽費等を助成する。

【本事業における重要業績評価指標（KPI）①沖縄本島と離島の生活必需品の価格差(那覇市を100とした場合の指数)の縮小】
	県
	企画部
	地域・離島
課

	226
	離島ごみ処理広域化調査事業
	離島市町村の一般廃棄物処理費用の軽減を図るため、広域化や運搬ルートの合理化等、ごみ処理経費軽減方策について調査を実施する。
	県
	環境部
	環境整備課

	227
	沖縄県再生可能エネルギー等導入推進基金事業
	地震や台風等による大規模な災害に備え、避難所や防災拠点等への再生可能エネルギー等の導入を支援し、「災害に強く、低炭素な地域づくり」を県内に展開する。
	県
	環境部
	環境政策課

	228
	スマートエネルギーアイランド基盤構築事業
	沖縄県における再生可能エネルギーの導入量拡大を目指すため、ＩＴ技術を活用した地域におけるエネルギーマネジメントシステムの実証と、小規模離島における再エネ最大導入に向けた実証等を行う。
	県
	商工労働部
	産業政策課

	238
	特定町村人材確保対策事業
	保健医療に恵まれない過疎、へき地、小規模町村等の保健師等、地域保健関係の人材確保の為の対策を図り、住民の健康の保持増進を図る。
	県
町村
	保健医療部
	保健医療政
策課

	239
	へき地保健指導所事業費
	へき地保健指導所における保健師の駐在及び保健指導に伴う運営費
	県
町村
	保健医療部
	保健医療政
策課

	240
	島しょ型福祉サービス総合支援事業費
	介護サービス事業の効率的な運営が困難な離島地域において、離島市町村と連携して事業運営に要する経費等の一部を補助し、介護サービスの提供確保・基盤拡充を図る。
	県
市町村
	子ども生活
福祉部
	高齢者福祉
介護課

	245
	離島・へき地ドクターバンク等支援事業
	県内の離島等の医療機関へ勤務を希望する医師へ、情報の発信及び情報の集約を行い、求人医療機関と求職医師のマッチングを図る。
また、離島・へき地医療の充実のための各種支援を行う。
	県
	保健医療部
	保健医療政
策課

	251
	専門医派遣巡回診療支援事業
	離島に住む住人が、島内で専門医の診察を受診できるようにするため、離島診療所において専門医による巡回診療を実施する。
	県
	保健医療部
	保健医療政
策課

	254
	救急医療用ヘリコプター活用事業（厚労省）
	救急医療用ヘリコプターを活用して傷病者の究明率の向上、後遺症の軽減を図る。
	県・市
町村・
民間
	保健医療部
	保健医療政
策課

	255
	ヘリコプター等添乗医師等確保事業（厚労省・県単）
	急患空輸へり等への添乗医師等の確保を図ることにより、県内の救急医療体制の強化・維持する。
	県・市
町村・
民間
	保健医療部
	保健医療政
策課

	256
	救急医療用ヘリコプター活用事業（一括交付金）
	沖縄県ドクターヘリの安定継続的運航を図るため、全国に比べ割高となっている運営経費に対する追加補助を実施する。
	県・市
町村・
民間
	保健医療部
	保健医療政
策課

	257
	ヘリコプター等添乗医師等確保事業（一括交付金）
	急患空輸ヘリ等への添乗医師派遣協力病院への運営費を補助することにより、県内の救急医療体制を維持・確保する。
	県・市
町村・
民間
	保健医療部
	保健医療政
策課

	258
	国民健康保険負担金（補助金）等事業費（沖縄県国民健康保険特別調整交付金（保健事業））
	離島の市町村国保が特定健診の集団健診を実施する際、現地に委託可能な健診実施機関がない場合、健診実施機関スタッフの渡航や滞在にかかる費用の一部を助成する。
	市町村
	保健医療部
	国民健康保
険課

	261
	離島観光活性化促進事業
	離島観光の振興を図るため、離島の魅力発信や旅行商品の造成促進等のプロモーションを推進する。
	県
	文化観光ス
ポーツ部
	観光振興課

	264
	含みつ糖振興対策事業
	離島地域における含みつ糖製造事業者の経営安定をはかるため、製造合理化・製糖施設の整備、安定供給対策等の支援を行う。
	その他
	農林水産部
	糖業農産課

	265
	さとうきび生産総合対策事業
	さとうきび生産地を対象に、共同利用機械等を整備し、農業生産法人の育成や機械化一貫作業体系の確立を推進し遊休地等の解消や栽培管理を改善する
	市町村
その他
	農林水産部
	糖業農産課

	266
	種苗対策事業
	優良種苗の安定的な生産、機械化適応性の高い新品種の普及と栽培技術の推進を図る
	市町村
その他
	農林水産部
	糖業農産課

	272
	離島特産品等マーケティング支援事業
	離島特産品等の販売を促進するため、外部専門家を活用した販売戦略の構築及び人材育成を支援する。
	県
	企画部
	地域・離島
課

	273
	沖縄離島体験交流促進事業
	沖縄本島の児童生徒を離島に派遣し、地元の住民や児童生徒との交流のもと、体験学習や民泊等を実施する。
	県
	企画部
	地域・離島
課

	274
	島の魅力再発見推進事業（地方創生先行型交付金）
	複数離島の児童を対象に、離島出身成功者の講演、夢や目標を描くワークショップ、別の離島で体験交流及び島に戻っての島おこし会議を行うことで、自らの道を歩む力を醸成し地域のリーダーを育成するだけでなく、離島ネットワークの形成及び島への愛着や誇りなどを再認識させ、将来のＵＪターンに繋げることを目的とする。

【本事業における重要業績評価指標（KPI）①離島へ派遣する離島児童数：40人

②島おこし会議の開催：１回

③離島の重要性、特殊性及び魅力に対する認識が深まった離島児童の割合：85％】
	県
	企画部
	地域・離島
課


資料編





ある階級の５年後の人口 ＝ ５年後の生存者数(①) ＋ ５年後の純移動数(②)


・５年後の生存者数(①)  ＝ 現在の人口 × ５年後の生存率


・５年後の純移動数(②)  ＝ ５年後の生存者数 × ５年後の純移動率





※合計特殊出生率：１人の女性が一生に産む子供の平均数。「コーホート」合計特殊出生率では、ある世代の出生状況に着目し、同一世代生まれ（コーホート）の女性の各年齢（15～49歳）の出生率を過去から積み上げたもの。


※子ども女性比：：0-4 歳の人口（男女計）を、同年の15-49 歳の合計女性人口で割った値。





①現状推移予測人口





②主要施策による2020(平成32)年までの移住者





移住者も組み込まれる





③総合戦略の施策による2060(平成72)年までの転入率の増加及び転出率の縮減





④対策後の予測人口





実際の


補正率





補正前の純移動率





補正後の純移動率





補正前の純移動数





補正後の純移動数





事業者　（n=74）





住民　（n=600）





島外（n=108）





学生　（n=60）





注）上記、括弧内（n=　）のｎは調査対象数。





【年齢】





【性別】





【業種】





【勤務の形態】





問２．あなたは、南大東村にどの程度愛着を感じていますか。該当するものに１つ○をつけてください。（１つ選択）





問３．南大東村のどんなところがいいと感じますか。該当するものに全て○をつけてください。（複数選択可）





問４．あなたが南大東村に住む理由は何ですか。当てはまるものに全て○をつけてください。（複数選択可）





問5．日常生活の中で、不便・不満に感じることは何ですか。当てはまるものに全て○をつけてください。（複数回答可）





問６．島外への移動について、あなたはどのようなことを望みますか。特に希望するものに２つまで○をつけてください。（２つ選択可）





問７．ふだんの生活で足りてないものがあるとすれば、それは何ですか。当てはまるものに全て○をつけてください。（複数選択可）





問8．村の医療や介護について、どのような取り組みが必要だと思いますか。特に必要だと思うものに3つまで○をつけてください。（３つ選択可）





問９．子育て環境を充実するため、どのような取り組みが必要だと思いますか。特に必要だと思うものに3つまで○をつけてください。（３つ選択可）





問10．娯楽・遊び場について、あなたはどのようなものが必要だと思いますか。特に必要だと思うものに２つまで○をつけてください。（２つ選択可）





問11．台風などの災害に対して、あなたはどのようなものが必要だと思いますか。特に必要だと思うものに２つまで○をつけてください。（２つ選択可）





問12．地域コミュニティーのあり方について、重要なものは何だと思いますか。特に重要だと思うものに２つまで○をつけてください。（２つ選択可）





問13．村の産業振興について、あなたはどのような施策が必要だと思いますか。特に必要だと思うものに３つまで○をつけてください。（３つ選択可）





問14．村の主要産業である農業の振興について、あなたはどのような施策が必要だと思いますか。特に必要だと思うものに３つまで○をつけてください。（３つ選択可）





問15．農業・漁業等生業の後継者問題について、次の中から、もっとも当てはまるものに１つ○をつけてください。（１つ選択）





問16．南大東村で、今後観光資源になると思われるものは何だと思いますか。当てはまるものに全て○をつけてください。（複数選択可）





問1７．あなたは、これからも南大東村に住み続けたいと思いますか。該当するものに１つ○をつけてください。（１つ選択）





問1８．上記の問で「３」か「４」を選んだ人におたずねします。引っ越しするなら、どこを希望しますか。該当するものに１つ○をつけてください。（１つ選択）





問1９．引っ越しを決意するきっかけは何だと思いますか。特に大きな理由と思うものに３つまで○をつけてください。（３つ選択可）





問２０．南大東村の人口減少を食い止めるために、何が重要だと思いますか。特に重要だと思うものに３つまで○をつけてください。（３つ選択可）





問21．また、南大東村の人口減少を食い止めるために、あなた自身ができることは何ですか。あてはまるものに全て○をつけてください。（複数選択可）





最後に、現在もしくは将来に向けて村に望むことやまちづくりについて、ご意見等がございましたら、自由にお書きください。








【従業員数】





【業種】





問３．あなたは、南大東村で仕事することにどの程度愛着を感じていますか。該当するものに1つ○をつけてください。（１つ選択）





問４．南大東村で仕事するうえでどんなところが利点と感じていますか。該当するものに全て○をつけてください。（複数選択可）





問5．あなたが南大東村で仕事されている理由は何ですか。該当するものに全て○をつけてください。（複数選択可）


）





問６．あなたが南大東村で業務上、不便・不満に感じることは何ですか。該当するものに全て○をつけてください。（複数選択可）





問７．貴事業所では、仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）に配慮して、何か取り組んでいることはありますか。該当するものに全て○をつけてください（複数回答可）





問8．貴事業所で従業員の子育て支援として行っていることはありますか。当てはまるものに全て○をつけてください。（複数選択可）





問９．貴事業所ではこれからも南大東村で事業を続けたいと思いますか。該当するものに1つ○をつけてください。（1つ選択）





問10．事業を続けるにあたって、後継者問題に関して次の中からもっとも当てはまるものに１つ○をつけてください。（１つ選択）





問11．もし移転・廃業を考えるとしたら、その理由は何だと思いますか。特に大きな理由と思うものに３つまで○をつけてください。（３つまで選択可）





問12．村の産業振興について、あなたはどのような施策が必要だと思いますか。特に必要だと思うものに３つまで○をつけてください。（３つまで選択可）





問13．今後観光1万人計画を推進する本村で、観光資源になると思われるものは何だと思いますか。当てはまるものに全て○をつけてください（複数選択可）





問14．南大東村の人口減少を食い止めるために、何が重要だと思いますか。特に重要だと思うものに３つまで○をつけてください。（３つ選択可）





問15．また、南大東村の人口減少を食い止めるために、貴事業所でできればいいと思うことは何ですか。当てはまるものに全て○をつけてください。（複数選択可）





最後に、現在もしくは将来に向けて村に望むことやまちづくりについて、ご意見等がございましたら、自由にお書きください。








【年齢】





【性別】





【職業】





問２．あなたは、南大東村にどの程度愛着を感じていますか。該当するものに１つ○をつけてください。（１つ選択）











問３．島を出て感じる南大東村の良さは何ですか。該当するものに全て○をつけてください。（複数選択可）





問４．あなたは、島を離れて何年ですか。該当するものに１つ○をつけてください。


（１つ選択）





問５．あなたは、最近どの程度の頻度で南大東村に帰って来ていますか。該当するものに１つ○をつけてください。（１つ選択）








問６．島外への移動について、あなたはどのようなことを望みますか。特に希望するものに２つまで○をつけてください。（２つ選択可）








問７．島に住んでいたころ、ふだんの生活で足りていないと感じたものは何ですか。当てはまるものに全て○をつけてください。（複数選択可）








問８．村の医療や介護について、どのような取り組みが必要だと思いますか。特に必要だと思うものに３つまで○をつけてください。（３つ選択可）


　





問９．子育て環境を充実するため、どのような取り組みが必要だと思いますか。特に必要だと思うものに３つまで○をつけてください。（３つ選択可）








問10．娯楽・遊び場について、どのようなものが必要だと思いますか。特に必要だと思うものに2つまで○をつけてください。（2つ選択可）








問11．台風などの災害に対して、どのようなものが必要だと思いますか。特に必要だと思うものに２つまで○をつけてください。（2つ選択可）








問12．地域コミュニティーのあり方について、重要なものは何だと思いますか。特に重要だと思うものに２つまで○をつけてください。（２つ選択可）








問13．村の産業振興について、どのような施策が必要だと思いますか。特に必要だと思うものに３つまで○をつけてください。（３つ選択可）





問14．村の主要産業である農業の振興について、どのような施策が必要だと思いますか。特に必要だと思うものに３つまで○をつけてください。（３つ選択可）








問15．南大東村で、今後観光資源になると思われるは何だと思いますか。当てはまるものに全て○をつけてください。（複数選択可）








問16．あなたは将来、南大東村に帰るつもりはありますか。該当するものに１つ○をつけてください。（１つ選択）








問17．次の内、どの条件が改善されれば島に帰りたいと思いますか。特に重要と思うものに３つまで○をつけてください。（３つまで選択可）








問18．農業・漁業等生業の後継者問題について、次の中から、もっとも当てはまるものに１つ○をつけてください。（１つ選択）








問19．親御さんがご高齢の方にお伺いします。もし、島に残した親御さんが介護を必要とした場合、あなたはどうしますか（または、どうしましたか）。該当するものに１つ○をつけてください。（１つ選択）


（１つ選択）





問20．南大東村の人口減少を食い止めるために、何が重要だと思いますか。特に重要だと思うものに３つまで○をつけてください。（３つ選択可）








最後に、現在もしくは将来に向けて村に望むことやまちづくりについて、ご意見等がございましたら、自由にお書きください。








【出身】





【性別】








【兄弟人数】





問5．あなたは南大東村が好きですか。（１つ選ぶ）








問6．あなたが思う南大東村の良いところを書いてください。





問7．村に住んでいてちょっとイヤだなと思うことがありますか。当てはまるものを２つまで選んで○をつけてください。（２つまで選ぶ）





問8．あなたは高校を出てから、南大東村に戻って住み続けたいですか（1つ選択）





問9．どういうものがあれば島に残りたいと考えますか。あてはまるものを２つまで選んで○をつけてください。（２つまで選ぶ））








問１０．次の中から、これから南大東村でやってほしいことを3つまで選んで○をつけてください。（３つまで選ぶ）





◇教育環境の充実


◇自然及び文化財保護と伝統文化の継承





目標Ⅰ　地域で育み　みんなで育つ


島の人材が輝く島





◇健康づくりの推進


◇児童・子育て家庭への支援


◇高齢者への支援


◇社会福祉の充実


◇地域防災と消防・救急体制の充実





目標Ⅱ　高齢者にも子どもにもやさしい


　みんなで支え合う憩いの島





目標Ⅲ　自然の恵みを資源に


開拓魂とともに産業が活きる島





◇農業の振興


◇水産業の振興


◇商工業・観光業の振興





◇交通条件の整備


◇生活基盤の整備


◇環境衛生の改善


◇情報通信基盤の整備





目標Ⅳ　青い海と緑の島を育み


快適に暮らせる島





【地域活性化】




















地域おこし協力隊推進事業





【産業振興】




















【防災・村土保全】




















道路整備





農地整備





海岸整備





雇用促進住宅





未利用施設活用事業





新規就農者確保事業





港湾整備





地産地消計画





推進システム




















太陽光発電設置





ごみの資源化





合併浄化槽設置





【生活環境】





公共交通の整備





広域ネットワーク


情報通信基盤





【観光振興】




















航空機の大型化


（50名乗り）





【文化・スポーツ・教育】





各種観光イベント




















特産品開発





各種交流事業




















学習支援センター





スポーツ交流





妊婦支援





健康フェア





老人支援





乳幼児支援





【保健・福祉】





【交通・通信】





注）二重枠ゴシック赤文字はハード事業





特色を生かした産業振興





観光・リゾート産業の振興





着地型観光プログラム等の開発促進





観光客受入体制の整備





国内外からの認知度を高める取組





海外航路・航空路の充実





海外からの観光客増大に向けた誘客活動





農林水産業の振興





担い手の育成・確保





６次産業化に向けた取組





各地域の特色を生かした品目等の生産振興





安全・安心なおきなわブランドの国内外での確立





農業基盤整備の推進





耕作放棄地の活用





さとうきび優良種苗の安定生産





共同利用機械の整備





特産品開発の促進





外部専門家等によるマーケティングの支援





農林水産物の輸送コストの低減





Ｕターン・移住者の増加





ひと・情報・推進体制





県と市町村間の連携を強化する協議会の設置





先進取組事例について情報交換





移住フェアの開催





地域おこし協力隊の活用





人材活用に関するネットワークの充実・強化





医療・福祉の取組み





中核的医療機関のある島と離島とのアクセス性の拡充





遠隔医療支援





ドクターヘリ事業





島外の医療機関受診に係る交通費や宿泊費の軽減





住宅の整備





Ｕターンや移住者の受入のための定住促進住宅整備





古民家の利活用





結婚・子育てセーフティネットの充実





結婚に係る支援





若者同士の交流や出会いの機会の提供





出産に係る支援





妊婦健診及び交通費等支援事業





産後ケア事業





ファミリーハウス（親の宿泊施設）等の活用





子育てに係る支援





公平な教育機会の確保





「離島児童・生徒支援センター（仮称）」の整備





離島出身高校生に係る通学や居住に要する経費の支援





本島児童生徒を離島に派遣する体験学習や民泊等の実施





体育連盟や文化連盟を通して派遣費の支援





複式学級への学習支援員の配置





教育現場でのＩＣＴの活用





定住条件の整備





インフラの整備・充実





交通・生活コストの低減





情報通信基盤整備





交通基盤整備





汚水処理施設の整備





良好な海岸環境の保全





水道用水の安定的な確保





ごみ処理費用の負担軽減





防災・減災型島しょ社会の構築





「低炭素島しょ社会」の実現





医療・福祉の充実





離島診療所への代診医の派遣





急患搬送体制の整備





介護サービスの提供確保、基盤拡充





健康福祉セーフティネットの充実





□総合戦略は、まち・ひと・しごと創生に関するものであることから、次の４つを重点分野と位置付け、これらの分野を幅広くカバーします。





①しごとづくり


②ひとの流れ


③結婚・出産・子育て


④まちづくり





【視点１】





政策分野の範囲





国の総合戦略に盛り込まれた次の「政策５原則」の趣旨を踏まえます。





①自立性　　②将来性　　③地域性　　④直接性　　⑤結果重視





【視点２】





政策５原則





□施策の検討にあたっては、各種補助事業や、「地域住民生活等緊急支援のための交付金」等を積極的に活用


□「まち・ひと・しごと創生事業費（仮称）」として１兆円が計上されたことから、地方単独事業を積極的に推進


□事業化に向けた地域協議会等との連携





【視点３】





事業の推進





□地域経済に関する様々なビッグデータを活用し、地域特性を分析


□本システムの客観的データに基づいた地域の強み・弱みを分析


□各施策の数値目標及び重要業績評価指標（ＫＰＩ）を設定


□施策の効果を検証








【視点４】





地域経済分析システム





□地方版総合戦略は、人口減少克服と地方創生が目的


数値目標及び重要業績評価指標（ＫＰＩ）の設定が義務付け


□総合計画は、各地方公共団体の総合的な振興・発展が目的


総合計画には、数値目標及びＫＰＩの義務付けはない


人口減少克服と地方創生を明記し、数値目標及びＫＰＩがあれば、本業務で総合計画を策定しても構わない





□まち・ひと・しごと創生を実現するためには、従来の政策の反省の上に立ち、PDCAサイクルを確立することが必要





①効果的な総合戦略の策定　→　②着実な実施　→　③数値目標に基づく効果の検証　→　④総合戦略の改訂





【視点６】





PDCAサイクルの確立





【視点５】





総合計画等との関係





住宅については、委員会が紹介。


家賃は金額によって一部補助がある。





・開業予定の場所が、農家民宿のできる場所か


・開業予定の場所が、規制緩和措置に該当するか


・食事や加工品の提供をする場所の飲食営業許可、民宿の営業許可について


・民宿として建物を改築等する必要があるか


・民宿の規模や環境に応じて、防火設備や排水設備等の規制について





ステップ１








◇家族の協力が不可欠


◇家族の役割分担


◇お客様と家族の共用・独立スペースを定める








農家民宿の経営目的、経営理念、経営目標の立案





＝





ステップ２








◇運営方式、営業時間


◇食事の提供、体験プログラムメニュー等











セールスポイントの立案





＝





ステップ３








◇地域・近隣への説明・合意


◇住居の改装


◇宿泊斡旋ツールの検討











開業準備





＝





ステップ４








◇旅館業法に基づく「簡易宿所営業」等の許可


◇食品衛生法に基づく「食品衛生責任者」の取得


◇食中毒の対応











必要な許可等の取得





＝








◇もてなしのノウハウ


◇リスク管理


◇経営・運営管理の再確認





ステップ５











開業





＝





修学旅行生の数が横ばいの中、宿泊施設は増え続けていて、後発組には新たな工夫が求められます。









